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は
じ
め
に

令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
四
月
一
五
日
、外
務
省
外
交
史
料
館
は
昭
和
四
六
（
一 

九
七
一
）
年
四
月
一
五
日
の
開
館
よ
り
五
〇
周
年
の
日
を
迎
え
た
。
本
稿
で
は
外

交
史
料
館
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
開
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
、
ま
た
、
開

館
か
ら
五
〇
年
の
間
に
ど
の
よ
う
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
き
た
の
か
を
概
観
す
る
。

外
交
史
料
館
の
各
事
業
が
相
互
に
関
連
し
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
事
実
を
踏
ま

え
、
開
館
前
史
と
開
館
後
の
約
二
〇
年
を
記
述
し
、
以
降
の
期
間
に
つ
い
て
は
約

一
〇
年
毎
の
単
位
で
区
分
し
て
各
時
期
の
事
業
の
展
開
を
概
観
す
る
。

一　

開
館
前
史

㈠
『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
事
業
の
再
開
と
展
開

外
務
省
が
所
蔵
す
る
外
交
記
録
を
公
開
す
る
取
組
は
、
戦
前
の
昭
和
一
一
（
一 

九
三
六
）
年
に
外
務
省
が
刊
行
を
開
始
し
た
『
大
日
本
外
交
文
書
（
戦
後
『
日
本

外
交
文
書
』
と
改
題
）
に
始
ま
っ
た
。
し
か
し
幕
末
・
明
治
期
以
降
の
外
交
文
書

を
編
纂
・
刊
行
す
る
こ
の
事
業
は
、
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
、
時
局
に
顧
み

て
「
不
急
」
で
あ
る
と
し
て
断
絶
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

1
（

。
事
業
が

再
開
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
の
太
平
洋
戦
争
終
結
後
で
あ
り
、

編
纂
・
刊
行
は
当
時
調
査
局
調
査
課
に
属
し
て
い
た
「
外
交
文
書
班
（
の
ち
に
外

交
文
書
室
）」
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
職
員
の
不
足
や
戦
時
中
の
外
務
省
火
災
、

戦
争
末
期
の
記
録
焼
却
等
の
影
響
を
受
け
、
編
纂
事
業
の
遂
行
は
困
難
を
極
め
た

が
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
以
降
、
事
業
の
拡
充
を
め
ざ
し
た
三
宅
喜
二
郎

文
書
課
長
の
尽
力
や
、『
日
本
外
交
文
書
』
刊
行
の
必
要
を
内
外
に
訴
え
て
き
た

神
川
彦
松
元
東
京
帝
国
大
学
教
授
等
の
一
貫
し
た
支
援
を
受
け
て
、
編
纂
体
制
は

徐
々
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

2
（

。

明
治
期
の
『
日
本
外
交
文
書
』
の
編
纂
・
刊
行
は
、昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
、

よ
う
や
く
完
了
す
る
こ
と
と
な
り
、
外
交
文
書
室
は
以
降
、
大
正
期
の
編
纂
に
着

手
し
た
。
な
お
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
は
、
当
面
の
編
纂
・
刊
行
の
対
象

が
明
治
期
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
利
用
者
の
利
便
性
等
を
考
慮
し
、
将
来
の
内

容
を
先
取
り
す
る
形
で
幕
末
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
結
ま
で
の
外
交
年
表
と
条
約
書

他
の
主
要
文
書
を
網
羅
し
た
『
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書
』
が
『
日
本
外
交
文

書
』
の
別
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
戦
後
直
後
か
ら
外
交
史
料
館
の
開

館
ま
で
に
、
外
交
文
書
室
の
所
属
は
調
査
局
調
査
課
（
昭
和
二
三
年
ま
で
）、
文

書
課
（
昭
和
三
九
年
ま
で
）、
国
際
資
料
部
調
査
課
（
昭
和
四
六
年
ま
で
）
と
変

遷
し
た（

3
（

。

特
集
・
外
交
史
料
館
開
館
五
〇
周
年

外
交
史
料
館
五
〇
年
の
歩
み 
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㈡　

戦
前
期
の
原
本
記
録
の
公
開

『
日
本
外
交
文
書
』
の
編
纂
・
刊
行
が
進
む
一
方
で
、
戦
後
に
は
編
纂
さ
れ
た

文
書
集
の
み
な
ら
ず
、
外
交
記
録
の
原
本
も
一
般
の
利
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
れ
は
当
時
の
終
戦
後
の
特
殊
な
事
情
を
背
景
と
し
つ
つ
、
徐
々
に
進

展
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
一
に
、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
、
戦
時
下
に
占
領
地
の
公
文
書
・
文
献

の
収
集
を
目
的
と
し
て
米
陸
軍
省
内
に
設
置
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｄ
Ｃ
）
に
よ
っ
て
、
外
務
省
の
所
蔵
す
る
満
州

事
変
か
ら
終
戦
ま
で
の
日
本
の
外
交
政
策
に
関
す
る
主
要
な
記
録
一
三
〇
五
冊
の

接
収
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
同
年
四
月
に
開
廷
し
た
極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
東
京

裁
判
）
で
は
、
検
察
・
弁
護
団
双
方
か
ら
、
Ｗ
Ｄ
Ｃ
の
接
収
記
録
及
び
外
務
省
に

残
存
し
た
記
録
一
九
六
二
冊
が
証
拠
と
し
て
法
廷
に
提
出
さ
れ
た（

4
（

。
外
務
省
の
保

管
し
て
い
た
秘
密
文
書
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
初
め
て
一
般
の
目
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
に
、
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
か
ら
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
、
将
来

の
ア
ジ
ア
研
究
を
目
的
と
す
る
米
国
務
省
と
米
議
会
図
書
館
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
明
治
維
新
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
了
期
ま
で
の
外
交
記
録
の
枢
要
部
分

が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
二
九（
一
九
五
四
）

年
、
こ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
記
録
の
目
録
（Checklist of A

rchives in the 

Japanese M
inistry of Foreign A

ffairs, T
okyo, Japan,  1868-1945

）
及

び
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
コ
ピ
ー
は
一
般
へ
の
販
売
が
開
始
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
記

録
は
広
く
研
究
者
に
利
用
さ
れ
た（

5
（

。

終
戦
後
の
特
殊
な
事
情
に
よ
り
外
交
記
録
が
一
般
の
目
に
触
れ
は
じ
め
た
こ
と

で
、
記
録
原
本
の
閲
覧
を
試
み
る
研
究
者
も
現
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
先
鞭

を
つ
け
た
の
が
当
時
一
橋
大
学
講
師
だ
っ
た
細
谷
千
博
（
の
ち
に
一
橋
大
学
名
誉

教
授
）
で
あ
っ
た
。
細
谷
教
授
は
既
に
外
交
記
録
が
様
々
な
形
で
事
実
上
公
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
説
得
材
料
と
し
て
記
録
閲
覧
の
許
可
を
得
て
、
昭
和
二
七

（
一
九
五
二
）
年
頃
か
ら
日
産
館
（
現
在
の
日
比
谷
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
）
に
あ
っ

た
外
務
省
図
書
館
に
通
い
外
交
記
録
を
閲
覧
し
た
。
細
谷
教
授
は
文
書
課
記
録
班

や
外
交
文
書
室
に
勤
務
し
、
記
録
に
精
通
し
た
栗
原
健
事
務
官
（
後
に
外
交
史
料

館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
整
理
室
長
）
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に

関
す
る
外
交
記
録
を
渉
猟
し
た
と
い
う（

6
（

。
そ
の
研
究
成
果
は
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の

史
的
研
究
』
と
し
て
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
刊
行
さ
れ
、
同
書
は
外
務
省

の
所
蔵
す
る
外
交
記
録
を
本
格
的
に
活
用
し
た
、
優
れ
た
実
証
的
研
究
と
し
て
高

い
評
価
を
受
け
た（

7
（

。
ま
た
こ
の
時
期
に
は
ヒ
ュ
ー
・
ボ
ー
ト
ン
（H

ugh Borton

）、

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
モ
ー
レ
イ
（Jam

es W
. M

orley

）、
ロ
バ
ー
ト
・
ビ
ュ
ー
ト
ー

（Robert Butow

）、
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ー
ト
ン
（Peter Burton

）
と
い
っ
た
海

外
の
日
本
研
究
者
に
よ
る
外
交
記
録
の
利
用
も
相
次
い
だ（

8
（

。
外
務
省
も
昭
和
二
七

（
一
九
五
二
）
年
に
は
、
終
戦
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
外
務
省
に
残
存
す
る
記
録

を
中
心
に
収
集
・
編
纂
し
た
『
終
戦
史
録
』
を
刊
行
し
、
さ
ら
に
昭
和
三
三

（
一
九
五
八
）
年
に
は
終
戦
以
来
の
経
緯
を
追
認
す
る
形
で
戦
前
の
外
交
記
録
の

機
秘
密
指
定
を
解
除
す
る
な
ど
、
記
録
公
開
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
っ
た（

9
（

。

外
務
省
の
庁
舎
は
戦
時
下
の
焼
失
に
よ
り
、
日
産
館
、
大
蔵
省
本
庁
舎
（
現
在
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の
財
務
省
庁
舎
）
と
変
遷
し
た
が
、
昭
和

三
五
（
一
九
六
〇
）
年
に
庁
舎
が
元
の
敷
地

に
再
建
さ
れ
た
。
以
降
外
務
省
は
同
敷
地
内

に
焼
け
残
っ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
耐
爆
倉

庫
（
耐
爆
ビ
ル
）」
に
お
い
て
研
究
者
に
対

す
る
外
交
記
録
の
外
部
向
け
閲
覧
を
継
続
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
外
務
省
の
所
蔵
す
る
外

交
記
録
は
様
々
な
研
究
に
活
用
さ
れ
、
日
本
国
際
政
治
学
会
が
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
設
置
し
た
共
同
研
究
『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
』
な
ど
、
現
在
も
広
く
参
照
さ

れ
る
研
究
成
果
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た（

（1
（

。

こ
の
よ
う
に
外
交
記
録
は
実
証
的
な
歴
史
研
究
の
進
展
に
寄
与
し
た
も
の
の
、

依
然
と
し
て
一
般
国
民
の
外
交
記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
は
高
い
障
壁
が
存
在
し
て

い
た
。
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
は
、
外
務
省
の
業
務
と
し
て
規
定
さ

れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
外
交
記
録
の
閲
覧
は
一
部
の
限
ら
れ
た

研
究
者
が
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
状
況
だ
っ
た
。
ま
た
業
務
上
の
位
置
づ
け
が

曖
昧
で
あ
っ
た
た
め
、
閲
覧
の
対
応
も
、
外
交
記
録
を
管
理
す
る
文
書
課
記
録
班

や
、
同
じ
く
耐
爆
倉
庫
に
勤
務
し
、
編
纂
業
務
に
従
事
し
て
い
た
外
交
文
書
室
の

職
員
が
片
手
間
に
行
う
と
い
う
形
で
な
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）

年
一
月
か
ら
四
一
（
一
九
六
六
）
年
七
月
ま
で
の
閲
覧
統
計
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

閲
覧
者
数
は
日
本
人
二
七
六
名
、
外
国
人
五
一
名
、
閲
覧
総
冊
数
は
三
八
〇
四
冊

で
、
年
間
平
均
の
閲
覧
者
は
約
四
四
名
、
閲
覧
冊
数
は
約
五
〇
七
冊
と
あ
る
。
そ

の
数
が
非
常
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（

（（
（

。

こ
う
し
た
外
交
記
録
利
用
の
課
題
は
利
用
者
で
あ
る
研
究
者
の
側
に
も
認
識
さ

れ
て
い
た
。
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
五
月
に
前
出
の
細
谷
教
授
を
代
表
と
す

る
「
日
本
外
交
史
研
究
者
有
志
」
か
ら
、
外
務
省
の
徳
久
茂
文
書
課
長
宛
に
、「
外

務
省
資
料
館
設
置
に
つ
い
て
の
要
望
書
」
と
い
う
文
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
以

下
に
全
文
を
引
用
す
る（

（1
（

。

昭
和
四
一
年
五
月
一
日

外
務
省
大
臣
官
房
文
書
課
長

徳
久　

茂
殿

日
本
外
交
史
研
究
者
有
志
代
表

一
橋
大
学
教
授　

法
学
博
士　

細
谷　

千
博

外
務
省
資
料
館
設
置
に
つ
い
て
の
要
望
書

 　

明
治
維
新
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
か
け
て
の
近
代
日
本
の
史
的
発
展
の
研
究

は
、
最
近
よ
う
や
く
精
密
の
度
を
加
え
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
だ

重
要
史
料
の
整
備
が
ゆ
き
と
ど
か
な
い
た
め
、
充
分
な
実
証
的
研
究
が
阻
ま

れ
て
い
る
点
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
あ
つ
て
、
学
界

が
以
前
か
ら
注
目
し
、
そ
の
公
開
を
要
望
し
て
い
る
も
の
に
厖
大
な
量
に
の

ぼ
る
外
務
省
記
録
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

 　

外
務
省
は
明
治
以
来
、
外
交
記
録
の
整
備
保
存
に
は
、
き
わ
め
て
細
心
の

注
意
を
払
い
、
同
盟
、
戦
争
、
講
和
な
ど
重
要
外
交
事
件
の
交
渉
記
録
は
も

と
よ
り
、
世
界
各
地
に
駐
在
す
る
領
事
の
経
済
報
告
に
い
た
る
ま
で
、
適
切

な
分
類
の
も
と
に
整
理
保
存
し
き
た
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り

細谷 千博 教授
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一
部
は
戦
災
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
消
失
し
て
は
居
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け

集
中
的
に
近
代
日
本
の
重
要
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
、
量
質
と
も
に

そ
の
例
を
見
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

 　

戦
後
外
務
省
記
録
は
、
種
々
の
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
注
目
を
浴
び
、
占
領

中
そ
の
一
部
は
接
収
さ
れ
、ま
た
相
当
部
分
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
、

現
在
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
に
お
い
て
閲
覧
の
み
な
ら
ず
、
希
望
者
に
は
有

償
配
布
さ
れ
、
日
本
の
対
外
政
策
の
史
的
研
究
に
不
可
欠
の
手
が
か
り
を
与

え
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

 　

外
務
省
に
お
い
て
も
、
つ
と
に
こ
の
点
に
着
目
し
戦
前
よ
り
「
日
本
外
交

文
書
」
を
編
纂
刊
行
し
、
学
界
に
寄
与
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
収
載
し
得
る
の
は
ご
く
一
部
の
文
書
に
限
ら
れ
、
ま
た
今
日
漸
く
大
正
時

代
初
期
に
到
達
し
た
の
み
で
あ
り
ま
す
。
従
つ
て
研
究
者
と
し
て
は
、
ど
う

し
て
も
原
記
録
の
閲
覧
が
研
究
上
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
前
提
と
な
つ
て
く
る
の

で
あ
り
ま
す
。

 　

し
か
し
外
務
省
の
現
状
に
お
い
て
は
、
閲
覧
設
備
も
閲
覧
の
た
め
の
人
員

も
ま
つ
た
く
無
く
、わ
ず
か
に
文
書
課
員
の
一
部
が
日
常
業
務
の
か
た
わ
ら
、

便
宜
を
計
つ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
到
底
多
数
の
内
外
学
者
の
切
実
な
る
要
求

に
応
え
得
ず
、
ま
た
研
究
者
の
側
と
し
て
も
史
料
閲
覧
上
の
不
便
さ
を
喞
た

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

 　

も
と
よ
り
外
交
史
の
研
究
は
、
当
面
の
外
交
政
策
樹
立
上
の
要
請
に
直
接

応
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
い
や
し
く
も
国
家
百
年
の
大
計

を
考
え
る
以
上
閑
却
視
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
官
庁
と
し

て
は
珍
し
く
記
録
文
書
類
の
保
存
を
重
要
視
し
、
誇
る
べ
き
伝
統
を
維
持
し

て
き
た
外
務
省
と
し
て
、
こ
の
際
さ
ら
に
積
極
的
に
太
平
洋
戦
争
終
結
以
前

の
記
録
文
書
に
関
し
、
内
外
の
学
者
の
研
究
に
便
宜
を
提
供
し
、
そ
の
公
正

な
る
判
断
に
委
ね
る
こ
と
は
、
責
任
あ
る
行
政
官
庁
と
し
て
ひ
と
つ
の
責
務

で
あ
る
と
も
い
え
ま
し
よ
う
。

 　

な
お
外
国
の
例
で
あ
り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
外
交
記
録
文
書
は
す
で
に

一
九
三
六
年
度
ま
で
は
一
般
公
開
に
し
て
、研
究
者
の
便
宜
に
供
し
て
お
り
、

そ
れ
以
後
第
二
次
大
戦
ま
で
の
も
の
も
特
別
閲
覧
の
手
続
を
経
た
場
合
に
は

使
用
を
認
め
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
で
も
最
近
大
幅
に
閲
覧
の
自
由
の
幅
を
ひ
ろ

げ
て
、
外
交
史
研
究
の
促
進
を
は
か
つ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
西
ド
イ
ツ
外
務
省
に
お
い
て
は
、
す
で
に
外
部
研
究
者
の
た
め
、
第
二

次
大
戦
ま
で
の
記
録
に
つ
い
て
、
特
別
の
施
設
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

日
本
外
交
史
を
研
究
す
る
有
志
の
一
部
と
し
て
、
外
務
省
が
外
交
資
料
館
の

ご
と
き
を
設
置
し
、
専
門
の
責
任
者
を
配
置
し
て
、
学
界
研
究
者
の
諮
問
に

答
え
る
と
と
も
に
、
適
当
な
る
閲
覧
、
撮
影
等
の
設
備
と
人
員
を
常
備
し
て
、

よ
り
精
緻
に
し
て
、
よ
り
公
正
な
る
外
交
史
研
究
の
た
め
の
便
宜
を
供
与
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

日
本
外
交
史
研
究
者
有
志

一
橋
大
学
教
授　

法
学
博
士　
　

細
谷　
　

千
博

慶
応
義
塾
大
学
教
授　

法
学
博
士　
　

内
山　
　

正
熊

国
学
院
大
学
教
授　
　

小
林　
　

龍
夫

中
央
大
学
助
教
授　

文
学
博
士　
　

稲
生　

典
太
郞
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電
気
通
信
大
学
助
教
授　
　

臼
井　
　

勝
美

東
京
外
国
語
大
学
助
教
授　
　

今
井　
　

庄
次

早
稲
田
大
学
助
教
授　
　

大
畑　

篤
四
郎

慶
応
義
塾
大
学
講
師　
　

池
井　
　
　

優

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
経
緯
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
有

志
代
表
で
あ
る
細
谷
教
授
は
英
米
の
公
文
書
館
で
の
史
料
収
集
を
経
験
し
た
こ
と

で
、
日
本
の
公
文
書
公
開
の
サ
ー
ビ
ス
が
遅
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
抱
い
て
い
た

と
い
う（

（1
（

。
ま
た
、
要
望
書
に
加
わ
っ
た
研
究
者
は
、
自
ら
の
研
究
の
た
め
の
外
交

記
録
の
閲
覧
や
、
日
本
国
際
政
治
学
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
昭
和
三
二
（
一
九 

五
七
）
年
よ
り
外
務
省
等
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
日
本
外
交
史
研
究
会
」
へ
の
参

加
を
経
験
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
外
交
記
録
の
史
料
的
価
値
を
理
解
し

て
い
た（

（1
（

。
ま
た
臼
井
助
教
授
や
今
井
助
教
授
は
、
外
交
文
書
室
へ
の
勤
務
を
経
て

大
学
に
転
じ
た
研
究
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
要
望
書
は
、
研
究
者
が
外
務
省
の
所
蔵

す
る
外
交
記
録
の
史
料
的
価
値
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
を
一
般
に
利

用
さ
せ
て
き
た
実
績
を
一
定
程
度
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
更
な
る
発
展
を
求
め
て
い

る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
以
後
外
務
省
内
の
検
討
で
学
界
の
要
望
が
繰
り

返
し
言
及
さ
れ
て
い
る
点
を
踏
ま
え
て
も
、
本
要
望
書
は
重
要
な
意
義
を
も
っ
た

も
の
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う（

（1
（

。

㈢
「
国
民
外
交
会
館
」
か
ら
「
外
交
史
料
館
」
へ

現
在
振
り
返
る
と
、
外
交
史
料
館
の
開
館
は
ま
さ
に
先
の
要
望
書
の
内
容
を
実

現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
開
館
が
実
現
す
る
ま
で
に
は

昭
和
三
〇
年
代
後
半
に
浮
上
し
た
「
国
民
外
交
会
館
」
構
想
と
の
交
錯
と
い
う
、

若
干
の
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
逃
せ
な
い
。
以
下
で
は
そ
の
経
過
に
触
れ

る
。会

館
構
想
の
発
端
は
、
千
代
田
区
三
年
町
の
外
務
省
敷
地
四
九
五
坪
の
活
用
策

で
あ
っ
た
。
高
速
道
路
用
地
の
残
地
と
な
っ
た
こ
の
土
地
に
つ
い
て
、
外
務
省
会

計
課
は
利
用
方
法
を
検
討
し
た
結
果
、昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
年
六
月
一
二
日
、

日
本
外
交
の
史
実
を
伝
え
国
民
外
交
の
増
進
に
資
す
る
「
外
交
記
念
館
」
と
い
う

べ
き
会
館
を
建
設
す
る
構
想
案
を
作
成
し
た
。
当
時
構
想
さ
れ
た
会
館
は
、
内
部

に
展
示
室
、
図
書
館
、
講
堂
、
会
議
室
、
研
究
室
、
談
話
室
な
ど
を
設
け
た
六
階

建
て
の
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
会
計
課
は
こ
の
会
館
の
建
設
・
運
営
を
行
う
団

体
の
設
立
を
必
要
と
考
え
、
外
交
界
の
要
職
経
験
者
を
起
用
し
た
団
体
を
設
立
す

る
こ
と
と
し
、
外
務
省
関
係
者
の
親
睦
団
体
で
あ
る
霞
関
会
に
そ
の
発
起
人
選
定

を
打
診
し
た
。
か
ね
て
か
ら
霞
関
会
員
が
利
用
し
う
る
会
館
の
建
設
を
構
想
し
て

い
た
同
会
側
も
こ
れ
に
呼
応
し
、
八
月
二
五
日
に
は
吉
田
茂
、
芳
澤
謙
吉
な
ど
歴

代
外
務
大
臣
八
名
と
澤
田
節
蔵
霞
関
会
理
事
長
か
ら
椎
名
悦
三
郎
外
務
大
臣
に
対

し
て
「
外
交
記
念
館
」
の
設
立
が
請
願
さ
れ
る
と
共
に
、
翌
四
〇（
一
九
六
五
）
年

二
月
一
日
に
外
務
大
臣
宛
に
財
団
法
人
「
国
民
外
交
会
館
」
の
設
立
許
可
申
請
が

提
出
さ
れ
、
同
年
九
月
に
は
そ
の
設
立
が
許
可
さ
れ
た（

（1
（

。
理
事
長
に
は
駐
フ
ラ
ン

ス
大
使
、
侍
従
長
な
ど
を
歴
任
し
た
三
谷
隆
信
が
就
任
し
、
会
館
建
設
は
政
府
補

助
金
の
予
算
措
置
と
、
民
間
か
ら
の
寄
付
を
募
る
こ
と
で
実
現
を
図
る
と
さ
れ
た（

（1
（

。

同
年
一
二
月
二
五
日
の
財
団
法
人
の
設
立
趣
意
書
で
は
、国
民
外
交
会
館
は「
わ
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が
国
の
外
交
を
国
民
に
理
解
さ
せ
、
外
交
に
関
す
る
国
民
的
協
力
を
得
る
」
こ
と

を
目
的
と
す
る
施
設
と
さ
れ
、
そ
の
具
体
的
手
段
と
し
て
、（
一
）
外
交
に
関
す

る
内
外
古
今
の
資
料
の
収
集
保
存
、
展
示
（
二
）
視
聴
覚
手
段
の
活
用
（
三
）
国

際
問
題
図
書
の
閲
覧
（
四
）
国
際
問
題
に
関
す
る
研
究
、
研
修
及
び
講
演
（
五
）

国
際
問
題
に
関
す
る
出
版
物
の
刊
行
（
六
）
外
交
団
と
国
民
の
交
流
等
を
行
う
、

と
し
て
い
た（

（1
（

。
当
初
の
構
想
案
の
と
お
り
、国
内
へ
の
外
交
問
題
に
関
す
る
啓
発
・

広
報
を
重
視
し
た
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
よ
う
。

し
か
し
、
会
館
建
設
は
間
も
無
く
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和

四
〇
（
一
九
六
五
）
年
夏
か
ら
四
一
（
一
九
六
六
）
年
の
夏
に
か
け
て
、
当
初
予

定
さ
れ
て
い
た
三
年
町
の
敷
地
利
用
に
つ
い
て
、
国
有
財
産
管
理
上
の
観
点
か
ら

外
務
省
と
大
蔵
省
の
間
で
合
意
が
成
立
せ
ず
、
新
た
な
候
補
地
と
し
て
浮
上
し
た

日
比
谷
公
園
南
西
角
地
も
同
様
の
結
果
に
終
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（1
（

。
外
務
省
は
昭

和
四
〇
年
度
予
算
で
記
念
館
建
設
の
た
め
の

調
査
費
を
計
上
し
、
そ
の
後
三
箇
年
計
画
で

会
館
を
建
設
す
る
と
し
て
建
設
補
助
金
を

四
一
年
度
予
算
に
も
計
上
し
て
い
た
が
、
建

設
を
具
体
化
す
る
術
が
失
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
昭
和
四
一

（
一
九
六
六
）
年
七
月
に
外
務
省
は
、
財
団

法
人
国
民
外
交
会
館
が
民
間
の
寄
付
金
及
び

国
の
補
助
等
に
よ
り
会
館
を
建
設
し
、
会
館

を
国
に
献
納
し
、委
託
を
受
け
て
会
館
の
運
営
に
当
る
と
い
う
当
初
の
方
針
か
ら
、

（
一
）
外
務
省
が
所
蔵
す
る
外
交
記
録
を
公
開
利
用
に
供
す
る
た
め
、
行
政
上
必

要
な
施
設
と
し
て
、外
交
会
館
的
性
格
を
持
つ
自
ら
の
資
料
館
を
建
設
す
る
、（
二
）

そ
の
管
理
・
運
営
を
財
団
法
人
国
民
外
交
会
館
に
委
託
す
る
と
い
う
、
大
幅
な
方

針
変
更
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
資
料
館
を
運
営
委
託
す
る
と
な
っ
た
場
合
、
国
民
外
交
会
館
の
当
初
の

活
動
内
容
と
は
大
幅
な
変
化
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
建
設
さ
れ
る
施
設
を
法
人
側

が
主
体
と
し
て
増
築
整
備
し
、
実
質
的
に
は
外
交
会
館
を
実
現
す
る
と
の
方
向
性

が
示
さ
れ
、
同
年
秋
に
国
民
外
交
会
館
も
方
針
変
更
を
了
承
し
た（

11
（

。
会
館
建
設
用

の
補
助
金
予
算
は
外
交
記
録
の
内
容
を
補
填
す
る
た
め
の
史
料
収
集
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
一
一
月
に
は
本
件
を
検
討
す
る
た

め
三
谷
理
事
長
、
外
務
省
の
高
野
藤
吉
官
房
長
、
神
川
彦
松
、
内
藤
智
秀
、
植
田

捷
雄
、
英
修
道
、
田
中
直
吉
の
各
氏
な
ど
の
歴
史
研
究
者
か
ら
構
成
さ
れ
た
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
た
。そ
の
後
三
谷
理
事
長
を
委
員
長
と
す
る
史
料
委
員
会
の
下
で
、

談
話
記
録
や
複
製
物
作
成
な
ど
史
料
収
集
に
あ
た
る
小
委
員
会
（
委
員
長
は
日
高

信
六
郎
元
駐
イ
タ
リ
ア
大
使
）
が
設
置
さ
れ
、
具
体
的
な
活
動
が
開
始
さ
れ
た（

1（
（

。

こ
の
よ
う
に
建
設
方
針
が
定
め
ら
れ
た
「
外
務
省
資
料
館
」
は
当
初
、
国
民
外

交
会
館
の
建
設
予
定
地
だ
っ
た
三
年
町
へ
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
一

（
一
九
六
六
）
年
中
に
方
針
が
変
更
さ
れ
、
港
区
飯
倉
六
丁
目
（
現
在
の
港
区
麻

布
台
一
丁
目
）
に
あ
る
中
華
民
国
貸
借
中
の
国
有
地
へ
の
建
設
を
計
画
だ
っ
た
外

国
賓
客
接
遇
施
設
（
現
在
の
飯
倉
公
館
）
へ
の
併
設
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
接
遇
と
一
般
国
民
の
利
用
と
い
う
二
つ
の
機
能
を
持
つ
施
設
の
設
計
は
、
芸

「外交記念館」構想図（昭和三九年）
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術
院
会
員
で
あ
る
吉
田
五
十
八
氏
の
事
務
所
に
委
嘱
さ
れ
、
吉
田
氏
が
得
意
と
す

る
日
本
独
自
の
建
築
様
式
で
あ
る
数
寄
屋
造
り
を
近
代
化
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
設
計

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

11
（

。
施
設
の
名
称
は
具
体
的
な
検
討
が
進
む
中
で
「
外
交
史

料
館
」
と
定
め
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、「
国
民
外
交
会
館
」
の
建
設
構
想
は
、
外
交
史
料
館
の
誕
生

に
と
り
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。
な
お
当
時
の
外
務
省
で
は
、
作
成
・
取
得
す
る

外
交
文
書
の
量
が
外
交
活
動
の
拡
大
に
伴
い
増
大
し
、
保
管
す
る
書
庫
の
狭
隘
さ

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
幕
末
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
結
ま
で
の
外
交
記
録
を
本
庁

舎
以
外
に
保
管
す
る
施
設
を
新
設
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
外
務

省
と
し
て
メ
リ
ッ
ト
を
見
い
だ
し
う
る
も
の
だ
っ
た（

11
（

。
ま
た
飯
倉
公
館
へ
の
併
設

は
、
外
務
大
臣
の
接
遇
施
設
で
あ
る
同
公
館
に
一
般
国
民
に
開
か
れ
た
機
能
を
設

け
る
こ
と
で
、
公
館
建
設
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
得
る
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る（

11
（

。
以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
外
交
記
録
の
公
開
施
設
設
置
を

求
め
る
研
究
者
の
要
望
、
国
民
の
外
交
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
施
設
を
建
設
す
る

機
運
の
高
ま
り
と
い
っ
た
複
数
の
要
因
が
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
外
交
史
料
館

建
設
に
結
実
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

外
交
史
料
館
の
建
設
方
針
が
固
ま
っ
て
以
降
、
そ
の
運
営
も
検
討
が
進
め
ら
れ

た
。
当
初
、
外
務
省
と
国
民
外
交
会
館
の
間
で
、
同
館
の
運
営
を
国
民
外
交
会
館

に
委
託
し
、
講
演
会
な
ど
対
外
啓
発
の
業
務
や
外
務
省
所
有
の
記
録
以
外
の
史
料

収
集
に
当
た
ら
せ
る
と
共
に
、
同
館
に
勤
務
す
る
外
務
省
員
は
外
交
記
録
の
閲
覧

業
務
や
『
日
本
外
交
文
書
』
の
編
纂
・
刊
行
に
専
念
す
る
と
い
っ
た
形
の
体
制
が

検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
大
蔵
省
の
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
、
外
務
省
は
外
交
史
料
館
を
自
ら
運
営
す
る
と
い
う
、
今
日
に
至
る
方
針
が

決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

11
（

。
な
お
国
民
外
交
研
究
協
会
（
昭
和
四
五
年
一
月
国

民
外
交
会
館
か
ら
名
称
変
更
）
は
、
外
交
史
料
館
の
開
館
後
、
館
内
に
事
務
局
員

を
配
置
し
て
史
料
収
集
業
務
等
の
活
動
を
継
続
し
た
が
、昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）

年
一
月
三
一
日
に
解
散
し
た（

11
（

。

開
館
を
間
際
に
控
え
た
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
三
月
に
は
、
外
務
省
内
で

館
の
活
動
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。
館
は
そ
の
所
掌
事
務
を
（
一
）
わ
が
国
の
外
交

記
録
の
保
存
管
理
、
整
理
、
調
査
研
究
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
二
）
わ
が
国
の
外
交

史
、
国
際
問
題
研
究
の
向
上
の
た
め
、
外
交
史
料
の
展
示
公
開
、
内
外
の
学
者
、

一
般
研
究
者
に
対
す
る
啓
発
（
三
）
わ
が
国
の
外
交
記
録
中
、
戦
災
等
で
焼
失
し

た
部
分
の
補
完
、
補
助
文
献
の
収
集
、（
四
）
収
蔵
記
録
を
基
礎
資
料
と
し
た
『
日

本
外
交
文
書
』
の
編
纂
・
刊
行
、
と
し
た
。

外
交
史
料
館
は
文
書
課
の
下
に
置
か
れ
る
と
と
も
に
館
長
は
文
書
課
長
の
兼
任

と
さ
れ
、館
内
の
組
織
と
し
て
『
日
本
外
交
文
書
』
の
編
纂
を
担
当
す
る
編
纂
室
、

閲
覧
・
照
会
業
務
を
担
当
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
整
理
室
が
設
け
ら
れ
た
。
業
務
に

当
た
る
事
務
官
は
、従
来
記
録
整
理
を
担
当
し
て
い
た
文
書
課
記
録
室
か
ら
四
名
、

調
査
課
よ
り
『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
を
担
当
し
て
い
た
長
岡
新
治
郎
室
長
以
下

の
外
交
文
書
室
員
、
さ
ら
に
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
に
『
外
務
省
の
百
年
』

の
刊
行
を
完
了
し
た
百
年
史
室
の
栗
原
健
室
長
他
の
九
名
が
外
交
史
料
館
へ
と
配

置
換
え
さ
れ
、
同
館
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
移
転
に
伴
う
外
交
記
録
や
什

器
・
備
品
類
の
搬
入
は
年
度
末
の
時
期
に
慌
た
だ
し
く
行
わ
れ
た
と
い
う（

11
（

。
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二　

開
館
当
初
の
二
〇
年
―
昭
和
期

㈠　

閲
覧
業
務
と
展
示
業
務
の
始
ま
り

昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
四
月
一
五
日
、
外
交
史
料
館
は
内
外
の
招
待
客
約

六
〇
名
に
対
す
る
開
館
披
露
を
行
っ
た
。
当
日
に
は
二
階
に
設
け
ら
れ
た
講
堂
に

お
い
て
、
細
谷
千
博
教
授
に
よ
る
記
念
講
演
「
歴
史
の
教
訓
」
が
行
わ
れ
た（

11
（

。
講

演
後
日
に
は
展
示
室
（
現
在
の
閲
覧
室
）
の
見
学
会
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
展
示
室

は
引
っ
越
し
作
業
と
同
時
に
設
営
が
進
め
ら
れ
た
も
の
で
、
幕
末
か
ら
太
平
洋
戦

争
終
結
ま
で
の
外
交
の
流
れ
を
示
す
べ
く
、
急
ピ
ッ
チ
で
準
備
さ
れ
た
も
の
だ
っ

た
と
い
う（

11
（

。
ま
た
翌
週
の
二
二
日
に
は
愛
知
揆
一
外
務
大
臣
の
招
待
に
よ
り
、
岸

信
介
、
藤
山
愛
一
郎
、
小
坂
善
太
郎
、
椎
名
悦
三
郎
、
三
木
武
夫
ら
歴
代
外
務
大

臣
の
外
交
史
料
館
見
学
も
行
わ
れ
、
七
月
二
一
日
に
は
三
笠
宮
崇
仁
殿
下
を
お
迎

え
し
て
、
殿
下
の
専
門
で
あ
る
「
人
類
最
古
の
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
」
の
講
演
が
行

わ
れ
た（

11
（

。

研
究
者
が
要
望
し
て
き
た
、
一
般
に
開
か
れ
た
閲
覧
室
も
活
動
を
開
始
し
た
。

開
館
か
ら
数
年
経
っ
た
頃
、閲
覧
室
を
訪
れ
た
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
研
究
者
は「
私

が
そ
れ
ま
で
知
っ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
資
料
館
と
は
か
な
り
違
っ
て
い
て
、
小

さ
な
閲
覧
室
は
家
族
的
な
雰
囲
気
だ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る（

1（
（

。
閲
覧
業
務
を
担

当
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
整
理
室
の
初
代
室
長
は
、
入
省
か
ら
間
も
な
い
頃
、
当
時

の
文
書
課
長
や
人
事
課
長
ら
か
ら
「
一
生
外
務
省
の
記
録
員
（
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
）

と
し
て
働
い
て
貰
い
た
い
」
と
申
し
つ
け
ら
れ
、
そ
の
後
の
三
〇
年
余
り
の
外
務

省
生
活
の
殆
ど
を
文
書
課
に
お
い
て
過
ご
し
て
き
た
栗
原
健
事
務
官
が
務
め
た
。

栗
原
室
長
は
外
交
史
料
館
開
館
の
以
前
か
ら
、
外
交
記
録
の
閲
覧
を
希
望
す
る
研

究
者
に
対
す
る
懇
切
丁
寧
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

た
が
、
こ
う
し
た
経
験
を
活
か
す
た
め
、
自
ら
閲
覧
室
の
担
当
者
を
志
願
し
て
い

た
。
栗
原
室
長
の
下
、
閲
覧
室
は
開
館
以
前
と
変
わ
ら
な
い
親
切
、
丁
寧
な
対
応

を
旨
と
し
て
船
出
し
た（

11
（

。
こ
う
し
た
栗
原
室
長
の
献
身
に
対
す
る
評
価
は
、
欧
米

諸
国
の
若
い
研
究
者
等
に
指
導
・
序
言
を
与
え
、
内
外
の
学
術
交
流
に
貢
献
し
た

こ
と
等
を
理
由
と
し
た
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
の
国
際
交
流
基
金
「
国
際

交
流
奨
励
賞
」
の
受
賞
と
い
う
形
で
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る（

11
（

。

本
稿
末
尾
の
表
１
の
と
お
り
、
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
度
の
閲
覧
者
数
は

五
九
一
名
、
閲
覧
冊
数
は
三
八
六
四
冊
を
数
え
、
前
出
の
耐
爆
倉
庫
時
代
数
年
分

の
閲
覧
実
績
を
一
年
で
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
整
理
室
で
は
、
外
交
史
料
館
の
開
館
に
伴
い
文
書
課
か
ら
引
き
継
が
れ
た
未
整

理
文
書
の
分
類
・
整
理
作
業
な
ど
も
進
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
新
た
な
所
蔵
史
料
と

し
て
徐
々
に
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
っ
た（

11
（

。

外
交
史
料
館
の
活
動
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
昭
和
五
〇
年
代
初
頭
、
外
交
記
録

の
公
開
に
新
た
な
転
機
が
訪
れ
る
こ
と
と
な
る
。戦
後
外
交
記
録
の
公
開
で
あ
る
。

昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
は
太
平
洋
戦
争
の
終
結
か
ら
三
〇
年
を
迎
え
る
年
で

あ
り
、
そ
の
数
年
前
か
ら
戦
後
の
外
交
記
録
を
公
開
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
内

外
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
た
。
結
果
、
外
務
省
は
細
谷
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
有

識
者
へ
の
諮
問
を
経
て
、
自
主
的
な
取
り
組
み
と
し
て
昭
和
五
〇
（
一
九
七 

五
）
年
一
二
月
に
「
原
則
と
し
て
作
成
後
三
〇
年
を
経
た
外
交
記
録
を
、
一
部
の

例
外
を
除
い
て
秘
を
解
除
し
公
開
す
る
」
と
い
う
「
外
交
記
録
公
開
」
の
方
針
を
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示
し
、
翌
五
一
（
一
九
七
六
）
年
五
月
三
一
日
よ
り
外
交
史
料
館
に
お
い
て
、
戦

後
外
交
記
録
一
九
〇
冊
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
五
二
リ
ー
ル
（
約
一
二
万
五
〇 

〇
〇
コ
マ
）
の
形
で
公
開
を
開
始
し
た（

11
（

。

第
一
回
「
外
交
記
録
公
開
」
は
、占
領
期
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
が
進
み
、

そ
の
関
心
が
高
ま
る
さ
な
か
に
行
わ
れ
た（

11
（

。
第
一
回
公
開
の
当
日
に
は
そ
の
内
容

が
各
新
聞
の
朝
刊
一
面
記
事
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
も
放
送
さ

れ
た
。
公
開
当
日
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
整
理
室
に
電
話
の
照
会
が
途
切
れ
る
こ
と
が

な
く
、
翌
日
に
は
閲
覧
者
が
相
次
い
だ
と
い
う（

11
（

。
こ
の
第
一
回
公
開
と
同
日
付
で

「
外
務
省
外
交
史
料
館
の
利
用
に
関
す
る
規
則
」
が
改
正
さ
れ
、
閲
覧
の
際
の
紹

介
状
、
推
薦
状
等
の
携
行
が
必
須
で
な
く
な
っ
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
か
、
戦
後
外

交
記
録
が
公
開
さ
れ
た
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
度
の
閲
覧
者
数
は
一
〇 

〇
〇
名
を
越
え
、
そ
の
後
も
一
貫
し
て
外
交
史
料
館
は
毎
年
一
〇
〇
〇
名
以
上
の

利
用
者
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
外
部
か
ら
の
照
会
も
、
開
館
年
度
の
三
六
件

か
ら
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
度
に
は
四
三
三
件
へ
と
増
大
し
た（

11
（

。

以
後
、
外
務
省
は
原
則
と
し
て
作
成
か
ら
三
〇
年
以
上
を
経
過
し
た
外
交
記
録

を「
外
交
記
録
公
開
」と
し
て
外
交
史
料
館
で
公
開
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
の「
外

交
記
録
公
開
」
で
公
開
さ
れ
た
外
交
記
録
に
は
占
領
に
関
す
る
記
録
や
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
締
結
に
向
け
た
交
渉
、
国
際
連
合
加
盟
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

賠
償
協
定
な
ど
の
重
要
な
外
交
案
件
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
日
本
に
先
ん

じ
て
欧
米
が
公
開
し
て
い
た
外
交
記
録
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
、
日
本
外
交
の
独

自
の
歩
み
を
検
証
し
う
る
貴
重
な
記
録
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

11
（

。

外
交
史
料
館
の
認
知
度
が
向
上
す
る
中
で
、
所
蔵
史
料
の
活
用
範
囲
も
広
が
り

を
見
せ
る
こ
と
と
な
る
。
一
例
と
し
て
記
録
文
学
で
知
ら
れ
る
作
家
の
吉
村
昭
氏

は
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
会
議
に
臨
む
小
村
寿
太
郎
外
務
大
臣
を
描
い
た
記
録
文
学

『
ポ
ー
ツ
マ
ス
の
旗
』
を
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
に
発
表
し
、
外
交
史
料
館

の
所
蔵
す
る
史
料
も
活
用
し
て
日
露
両
国
の
外
交
交
渉
の
様
子
を
生
き
生
き
と
描

き
だ
し
た
。
吉
村
氏
は
そ
の
後
も
外
交
史
料
館
の
史
料
を
利
用
し
た
作
品
を
発
表

し
、
外
交
史
料
館
を
「
宝
の
山
」
と
賞
賛
し
て
い
た
と
い
う（

11
（

。
こ
の
他
に
も
外
部

機
関
等
の
展
示
へ
の
所
蔵
記
録
の
出
陳
や
、家
族
史（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
）

の
調
査
を
目
的
と
し
て
訪
れ
る
閲
覧
者
も
増
加
す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
外
交
史
研

究
に
と
ど
ま
ら
な
い
形
で
そ
の
利
用
は
幅
を
広
げ
、
様
々
な
要
望
へ
の
対
応
が
模

索
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

1（
（

。
前
出
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た

模
索
を
反
映
し
て
か
、数
年
後
に
訪
れ
た
閲
覧
室
は「
す
っ
か
り
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
に
」
変
貌
し
て
い
た
と
い
う（

11
（

。

㈡　

開
館
後
の
編
纂
事
業
―
大
正
期
と
昭
和
期
特
集
の
併
進

外
交
史
料
館
の
開
館
以
降
の
編
纂
事
業
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
で
あ
ろ
う

か
。
大
正
期
以
降
の
日
本
の
対
外
関
係
が
複
雑
か
つ
多
岐
に
わ
た
る
も
の
へ
と
変

化
す
る
こ
と
や
、『
日
本
外
交
文
書
』
の
刊
行
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
昭
和
四
〇

（
一
九
六
五
）
年
よ
り
外
務
省
は
外
部
の
外
交
史
研
究
者
に
編
纂
業
務
を
委
嘱
す

る
体
制
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
よ
り
定
期
的
か
つ
恒
常
的
に
助
言
を
得
る
こ
と
や

外
交
文
書
室
の
体
制
等
を
考
慮
し
て
、
昭
和
四
四（
一
九
六
九
）年
一
二
月
に『
日

本
外
交
文
書
』
編
纂
委
員
会
の
設
置
が
決
定
さ
れ
、
翌
年
四
月
に
第
一
回
会
議
が

開
催
さ
れ
た
。
委
員
長
に
は
細
谷
千
博
（
一
橋
大
学
教
授
）、
委
員
に
は
小
林
龍
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夫
（
國
學
院
大
學
教
授
）、臼
井
勝
美
（
九
州
大
学
助
教
授
）
の
各
氏
が
委
嘱
さ
れ
、

編
纂
業
務
の
促
進
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

11
（

。

外
交
史
料
館
の
開
館
に
加
え
て
編
纂
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

編
纂
・
刊
行
を
進
め
る
上
で
の
環
境
は
著
し
く
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
学
界
か
ら
の
編
纂
・
刊
行
の
促
進
を
求
め
る
声
は
な
お
も
強
く
、
昭
和

四
八
（
一
九
七
三
）
年
頃
に
は
従
来
進
め
て
き
た
大
正
期
の
編
纂
に
加
え
、
海
軍

軍
縮
会
議
、
満
州
事
変
、
日
米
交
渉
と
い
っ
た
昭
和
戦
前
期
の
中
で
も
学
界
の
特

に
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
特
集
形
式
に
よ
る
編
纂
・
刊
行
を
行
う
方
針

が
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
に
は
、「
満
州
事
変
」
第

一
巻
第
一
冊
が
刊
行
さ
れ
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
に
は
、「
満
州
事
変
」

全
三
巻
七
冊
の
刊
行
が
完
了
し
た
。
続
い
て
「
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
（
及
び
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議
）」に
関
す
る
編
纂
・
刊
行
が
進
め
ら
れ
、昭
和
五
四（
一
九
七
九
）

年
か
ら
六
一
（
一
九
八
六
）
年
ま
で
に
全
八
冊
が
刊
行
さ
れ
た（

11
（

。
最
後
に
残
っ
た

「
日
米
交
渉
」
に
つ
い
て
は
、
重
要
記
録
の
散
逸
等
の
要
因
か
ら
そ
の
編
纂
は
難

航
し
た
が
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
に
上
下
巻
二
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た（

11
（

。
ま

た
大
正
期
に
つ
い
て
も
、
編
纂
方
針
の
再
検
討
を
伴
う
形
で
そ
の
刊
行
が
促
進
さ

れ
、
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
に
そ
の
刊
行
が
完
了
し
た（

11
（

。

な
お
こ
の
時
期
の
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
取
組
と
し
て
、
昭
和
五
四
（
一
九
七 

九
）
年
に
外
務
省
外
交
史
料
館
日
本
外
交
史
辞
典
編
纂
委
員
会
に
よ
っ
て
『
日
本

外
交
史
辞
典
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
辞
典
は
細
谷
教
授
を

委
員
長
と
し
、
当
時
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
生
だ
っ
た
波
多
野
澄
雄
氏
（
の
ち
筑

波
大
学
名
誉
教
授
）
を
事
務
局
主
任
と
す
る
編
纂
委
員
会
が
約
七
年
の
期
間
を
か

け
て
準
備
、作
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
辞
典
は
通
常
の
歴
史
辞
典
と
異
な
り
、

日
本
外
交
の
節
目
と
な
る
よ
う
な
大
項
目
に
は
論
文
並
み
の
字
数
を
割
く
と
い
う

メ
リ
ハ
リ
を
付
け
た
編
集
方
針
を
採
用
し
た
も
の
で
、
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
と

な
っ
た（

11
（

。

㈢　

別
館
の
開
設
と
本
館
機
能
の
充
実

外
交
史
料
館
が
開
館
し
て
十
数
年
を
経
た
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
一
月
、

吉
田
茂
記
念
事
業
財
団
（
堀
江
薫
雄
理
事
長
）
は
外
務
省
に
対
し
て
、
飯
倉
公
館

敷
地
内
に
「
吉
田
茂
記
念
館
」
を
建
設
し
、
吉
田
茂
元
総
理
関
係
資
料
と
と
も
に

寄
贈
し
た
い
旨
を
陳
情
し
た
。
こ
れ
ら
の
寄
贈
は
、
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年

が
吉
田
元
総
理
の
生
誕
一
一
〇
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
同
財
団
が
記
念
事
業

と
し
て
計
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

外
務
省
は
こ
れ
を
受
け
て
、
こ
の
記
念
館
を
外
交
史
料
館
の
「
別
館
」
と
す
る

条
件
の
下
に
許
可
し
、翌
年
よ
り
建
設
が
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）

年
七
月
五
日
に
は
宇
野
宗
佑
外
務
大
臣
や
堀
江
理
事
長
な
ど
が
出
席
す
る
寄
贈
式

が
行
わ
れ
、
外
交
史
料
館
別
館
（
吉
田
茂
記
念
資
料
特
別
展
示
場
）
と
し
て
一
般

に
公
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
別
館
一
階
入
り
口
に
は
イ
タ
リ
ア
出
身
の
彫
刻

家
フ
ィ
オ
ー
レ
・
デ
・
エ
ン
リ
ケ
ス
（Fiore de H

enriquez

）
氏
作
の
巨
大
な

吉
田
茂
象
が
設
置
さ
れ
、
展
示
室
内
に
は
吉
田
元
総
理
関
係
資
料
の
ほ
か
、
幕
末

か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
会
議
に
至
る
ま
で
の
数
多
く
の
国
書
、
親
書
、
条

約
書
、
諸
外
国
と
の
往
復
文
書
及
び
こ
れ
に
関
連
し
た
写
真
が
展
示
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た（

11
（

。
別
館
の
開
設
は
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
高
い
注
目
を
浴
び
た（

11
（

。
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当
時
の
外
交
史
料
館
は
来

館
者
が
増
加
す
る
中
で
、
施

設
の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て

い
た
。
従
来
の
展
示
室
は
一 

五
名
程
度
し
か
見
学
者
を
受

け
入
れ
ら
れ
ず
、
展
示
物
の

入
れ
替
え
も
充
分
に
行
い
得

な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
て

お
り
、
新
展
示
室
の
開
設
に
よ
り
、
こ
う
し
た
問
題
が
解
決
さ
れ
た
。
さ
ら
に
平

成
三
（
一
九
九
一
）
年
四
月
に
展
示
室
の
展
示
替
え
が
行
わ
れ
、
テ
ー
マ
を
設
け

た
「
特
別
展
示
」
の
開
催
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
年
の
「
九
ヶ
国
条

約
か
ら
日
米
開
戦
に
至
る
ま
で
の
日
米
関
係
」
を
端
緒
と
し
て
、
期
間
ご
と
の
特

別
展
示
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

11
（

。
ま
た
閲
覧
室
は
閲
覧
事
務
室
と
一
体
化

し
て
い
た
こ
と
か
ら
同
じ
く
狭
隘
さ
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
別
館
が
新
た
な

展
示
室
と
し
て
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
一
一

月
に
旧
展
示
室
が
独
立
し
た
閲
覧
室
に
改
装
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
閲
覧
に
訪
れ

る
利
用
者
に
も
大
き
な
利
便
性
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

1（
（

。

㈣
『
外
交
史
料
館
報
』
の
刊
行

さ
ら
に
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
四
月
に
は
新
た
な
取
組
と
し
て
『
外
交
史

料
館
報
』
の
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
。
館
報
の
刊
行
は
、
各
文
書
館
等
の
類
縁
機
関

が
同
種
の
媒
体
を
有
す
る
中
で
、
所
蔵
史
料
、『
日
本
外
交
文
書
』
の
内
容
、
活

動
実
績
等
の
紹
介
を
通
じ
て
外
交
史
料
館
の
活
動
や
存
在
を
広
く
周
知
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た（

11
（

。

創
刊
号
に
は
歴
代
の
外
交
史
料
館
講
演
会
記
録
の
中
か
ら
、「
歴
史
の
教
訓
」（
細

谷
千
博
）「
満
州
事
変
―
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
を
中
心
に
―
」（
臼
井
勝
美
）「
一
九
三
二

年
―
四
五
年
に
お
け
る
『
満
州
国
問
題
』
と
日
本
外
交
」（
兪
辛
焞
）
が
掲
載
さ

れ
る
と
と
も
に
、
史
料
紹
介
と
し
て
「
不
戦
条
約
批
准
問
題
に
関
す
る
『
山
形
手

記
』」（
神
山
晃
令
）「
林
出
賢
次
郎
『
厳
秘
会
見
録
』
に
つ
い
て
」（
林
正
和
）「
Ｐ

Ｒ
Ｏ
所
蔵
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
日
本
関
係
文
書
に
つ
い
て
」（
佐
藤
元
英
）
や
、『
日

本
外
交
文
書
』
最
新
刊
の
概
要
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。
館
報
は
そ
の
後
も
当
館
の

活
動
を
示
す
取
組
と
し
て
刊
行
が
続
け
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

『
外
交
史
料
館
報
』
の
創
刊
に
携
わ
っ
た
原
口
邦
紘
氏
（
元
副
館
長
）
は
、
館

報
が
創
刊
さ
れ
た
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
を
外
交
史
料
館
に
と
っ
て
一
つ
の

節
目
の
年
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
年
に
は
（
一
）
別
館
の
開
館
と

展
示
室
の
移
転
、
閲
覧
室
の
拡
充
と
い
っ
た
施
設
の
整
備
が
進
み
、（
二
）
館
の

情
報
発
信
手
段
と
し
て
の
『
外
交
史
料
館
報
』
の
発
行
が
開
始
さ
れ
、
さ
ら
に
前

年
に
は
（
三
）
二
四
年
の
期
間
を
要
し
た
大
正
期
の
『
日
本
外
交
文
書
』
の
編
纂
・

刊
行
が
完
了
し
て
昭
和
期
の
編
纂
が
本
格
化
し
た
か
ら
で
あ
る（

11
（

。
開
館
か
ら
二
〇

年
弱
を
経
て
、
外
交
史
料
館
は
徐
々
に
そ
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

原
口
氏
の
言
う
「
手
づ
く
り
」
の
時
代
か
ら
、新
た
な
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

エンリケス作「吉田茂像」
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三　

活
動
の
充
実
と
拡
充
―
平
成
初
期

㈠　

開
館
二
〇
年
記
念
事
業
の
実
施

外
交
史
料
館
は
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
創
立
二
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。
二
〇
周
年
に
向
け
て
企
画
・
実
施
さ
れ
た
事
業
の
中
に
は
、
現
在
の
観

点
か
ら
見
て
も
重
要
な
取
組
が
二
点
行
わ
れ
て
い
る
。

一
点
目
は
、
外
交
史
料
館
の
所
蔵
・
公
開
し
て
き
た
戦
前
期
「
外
務
省
記
録
」

の
件
名
等
を
総
覧
し
た
『
外
務
省
記
録
総
目
録
〔
戦
前
期
〕』
の
刊
行
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
多
く
の
利
用
者
か
ら
要
望
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
閲
覧
室
に
置

か
れ
た
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
ド
に
よ
る
検
索
の
み
で
あ
っ
た
「
外
務
省
記
録
」

の
探
索
方
法
を
一
新
し
た
点
で
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た（

11
（

。
同
目
録

は
原
記
録
に
加
え
て
、
松
本
記
録
（
故
松
本
忠
雄
元
外
務
政
務
次
官
が
在
任
中
に

主
要
記
録
を
筆
写
し
た
も
の
）
の
有
無
や
復
活
記
録
（
本
来
の
記
録
が
戦
災
等
に

よ
り
消
失
し
た
が
、
そ
の
後
収
集
・
整
理
さ
れ
た
記
録
文
書
等
か
ら
、
本
来
当
該

フ
ァ
イ
ル
に
収
集
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
集
め
、復
活
さ
せ
た
も
の
）
の
情
報
な
ど
、

記
録
の
作
成
経
緯
等
に
関
す
る
情
報
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
別
巻
に
は
索

引
や
消
失
記
録
の
一
覧
が
整
理
さ
れ
る
な
ど
、
当
時
外
交
史
料
館
が
所
蔵
し
て
い

た
「
外
務
省
記
録
」
の
全
体
像
が
把
握
可
能
な
目
録
と
な
っ
て
い
た（

11
（

。

二
点
目
は
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
の
『
日
本
外
交
史
辞
典
』
新
版
の
刊
行

で
あ
っ
た
。
旧
版
が
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
日
中
国
交
正
常
化
を
収
録
範
囲
と
し
て
い

た
こ
と
に
対
し
て
、
こ
の
新
版
は
二
年
の
期
間
を
か
け
て
準
備
さ
れ
、
平
成
二

（
一
九
九
〇
）
年
頃
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
項
目
の
追
加
・
修
正
が
行
わ
れ
た
。

旧
版
の
刊
行
部
数
が
僅
少
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
早
く
か
ら
再
刊
の
要
望
が
相
次

い
で
い
た
同
辞
典
の
新
版
刊
行
は
、「
開
館
二
〇
周
年
事
業
の
白
眉
」
と
の
評
価

も
当
時
学
界
か
ら
な
さ
れ
た（

11
（

。

㈡　

所
蔵
史
料
の
充
実
と
重
要
文
化
財
指
定

ま
た
史
料
の
公
開
と
い
う
点
に
目
を
向
け
る
と
、
開
館
か
ら
二
〇
年
を
経
た
こ

の
時
期
に
、
相
次
い
で
未
公
開
の
記
録
が
整
理
・
公
開
さ
れ
た
こ
と
も
特
筆
す
べ

き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
に
は
「
海
軍
省
等
南
方
軍
政
関
係

史
料
」「
花
房
義
質
関
係
文
書
」「
内
田
康
哉
伝
記
草
稿
」
が
、平
成
六
（
一
九
九
四
）

年
に
は
「
榎
本
武
揚
宛
諸
家
書
翰
」「
陸
奥
宗
光
書
翰
」「
三
条
実
美
・
伊
藤
博
文
・

陸
奥
宗
光
・
林
董
書
翰
」
が
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に
は
「
外
務
省
警
察
史
」

「
沢
宣
嘉
関
係
文
書
」
が
、平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
に
は
「
外
交
彙
報
附
録
月
報
」

「
外
務
省
月
報
」「
外
務
省
報
」「
議
会
調
書
」「
林
出
賢
次
郎
関
係
文
書
」
が
公
開

さ
れ
た（

11
（

。
こ
れ
ら
は
『
外
務
省
の
百
年
』
の
刊
行
時
に
収
集
さ
れ
た
も
の
、
新
た

に
遺
族
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
も
の
な
ど
、様
々
な
来
歴
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
外
交
史
料
館
の
貴
重
な
史
料
群
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
戦
後
外
交
記
録
の
公
開
に
も
変
化
が
現
れ
た
。「
外
交
記
録
公
開
」
は

昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
三
月
二
五
日
の
第
八
回
公
開
以
降
、
占
領
後
の
記
録

を
扱
う
よ
う
に
な
り
、
審
査
等
の
期
間
が
長
期
化
し
、
公
開
の
時
期
や
量
が
不
定

期
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
開
の
促
進
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し

た
要
望
を
踏
ま
え
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
二
月
二
四
日
の
第
一
三
回
公
開
以

降
は
、
従
来
ど
お
り
二
国
間
・
多
数
国
間
の
外
交
案
件
と
い
っ
た
一
般
の
関
心
の
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高
い
記
録
を
扱
う
「
主
要
案
件
」
と
し
て
一
八
一
冊
を
公
開
す
る
一
方
、
そ
れ
以

外
の
記
録
に
つ
い
て
審
査
を
簡
易
化
し
た
「
一
般
案
件
」
と
し
て
五
七
九
一
冊
を

一
挙
に
公
開
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
要
望
に
応
え
る
取
組
を
進
め
る
こ
と
と

な
っ
た（

11
（

。
以
後
、「
外
交
記
録
公
開
」
は
主
要
案
件
と
一
般
案
件
を
組
み
合
わ
せ

る
形
で
、
の
ち
の
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
年
）
の
第
二
一
回
公
開
ま
で
、
質
と
量

を
両
立
す
る
形
で
の
公
開
が
目
指
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
一
部
原
本
フ
ァ

イ
ル
の
公
開
も
開
始
さ
れ
た
。

ま
た
平
成
一
〇
（
一
九
九
七
）
年
六
月
三
〇
日
に
は
、
前
年
に
文
化
庁
に
お
け

る
文
化
財
指
定
範
囲
が
近
代
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
外
交
史
料
館
の
所
蔵

す
る
幕
末
条
約
書
（「
日
米
修
好
通
商
条
約
」「
日
英
修
好
通
商
条
約
」「
日
仏
修

好
通
商
条
約
」「
日
米
和
親
条
約
批
准
交
換
証
書
」「
日
米
条
約
調
印
書
」）
が
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
現
存
す
る
わ
が
国
最
古

の
条
約
書
で
あ
る
こ
れ
ら
の
史
料
の
高
い
歴
史
的
価
値
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ

た
（
11
（

。
㈢　

平
成
初
期
の
編
纂
事
業
―
昭
和
期
編
纂
の
本
格
化

大
正
期
の
『
日
本
外
交
文
書
』
が
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
に
刊
行
を
完
了

し
た
こ
と
を
受
け
て
、
平
成
の
編
纂
事
業
は
昭
和
期
の
刊
行
を
中
心
に
進
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
正
期
の
編
纂
・
刊
行
が
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
た
時
期
か
ら
、

昭
和
戦
前
期
の
編
纂
・
刊
行
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
戦
前
期
を
昭

和
二
～
六
年
（
昭
和
期
Ｉ
）、
昭
和
六
～
一
二
年
（
昭
和
期
Ⅱ
）、
昭
和
一
二
～
二 

〇
年
（
昭
和
期
Ⅲ
）
の
三
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
こ
と
、
重
要
度
の
高
い
日
中
関

係
を
「
第
一
部
」
と
し
、
対
欧
米
・
国
際
関
係
を
「
第
二
部
」
と
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
、多
年
度
方
式
も
採
り
入
れ
た
編
纂
方
針
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
に
は
「
昭
和
期
Ｉ
」
第
二
部
最
初
の
巻
と
な
る
「
昭

和
期
Ｉ
第
二
部
第
一
巻
」、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
は
第
一
部
最
初
の
巻
で

あ
る
「
昭
和
期
Ｉ
第
一
部
第
一
巻
」
が
刊
行
さ
れ
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
ま

で
に
「
昭
和
期
Ｉ
」
全
巻
の
刊
行
を
完
了
し
た
。
そ
の
後
は
史
料
の
残
存
状
況
、

先
行
し
て
刊
行
さ
れ
た
特
集
巻
と
の
関
係
を
考
慮
し
な
が
ら
「
昭
和
期
Ⅱ
」
の
編

纂
・
刊
行
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

11
（

。

ま
た
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
五
月
に
は
、
オ
タ
ワ
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
外

交
文
書
編
纂
者
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
）
に
日
本
か
ら
初
め
て
外
交
史
料
館
関
係
者

が
出
席
し
た（

1（
（

。
こ
の
会
議
は
各
国
の
外
交
文
書
集
編
纂
の
状
況
や
編
纂
方
法
に
関

す
る
課
題
を
議
論
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
か
ら
開
催

さ
れ
て
き
た
国
際
会
議
で
、
外
交
文
書
集
編
纂
に
つ
い
て
貴
重
な
意
見
交
換
の
機

会
と
な
っ
た
。
以
後
、
外
交
史
料
館
は
現
在
に
至
る
ま
で
原
則
隔
年
で
開
催
さ
れ

る
会
議
に
参
加
者
を
派
遣
し
て
い
る（

11
（

。

㈣　

新
た
な
業
務
へ
の
対
応
―
補
修
・
保
存
と
情
報
化
社
会
へ
の
対
応

開
館
二
〇
年
を
経
た
外
交
史
料
館
の
業
務
が
様
々
な
広
が
り
を
見
せ
る
中
で
、

従
来
の
取
組
に
比
べ
、
大
き
く
進
展
を
見
せ
た
分
野
が
二
つ
存
在
し
た
。

そ
の
一
つ
は
、
史
料
の
補
修
・
保
存
へ
の
取
組
で
あ
っ
た
。
開
館
当
初
よ
り
外

交
史
料
館
で
は
、「
外
務
省
外
交
史
料
館
の
利
用
に
関
す
る
規
則
」
に
お
い
て
、

汚
損
・
破
損
・
綴
替
え
・
抜
き
取
り
の
禁
止
、
イ
ン
ク
・
万
年
筆
の
使
用
禁
止
や
、
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複
写
の
禁
止
な
ど
が
明
記
さ
れ
る
な
ど
、
取
扱
い
に
関
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
る
と

共
に
、
破
損
史
料
に
つ
い
て
は
一
部
措
置
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
開
館
か

ら
二
〇
年
の
間
、毎
年
一
〇
〇
〇
〇
冊
以
上
の
記
録
が
閲
覧
に
供
せ
ら
れ
る
中
で
、

戦
前
に
作
成
さ
れ
た
史
料
に
は
様
々
な
形
で
劣
化
が
見
受
け
ら
れ
る
状
況
と
な
っ

て
い
た
。
ま
た
当
時
展
示
室
に
展
示
さ
れ
て
い
た
条
約
書
等
の
原
本
に
は
、
長
期

間
の
展
示
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
劣
化
の
傾
向
が
現
れ
つ
つ
あ
っ
た（

11
（

。

こ
う
し
た
史
料
の
補
修
・
保
存
状
況
を
危
惧
す
る
意
見
を
受
け
て
、
学
識
経
験

者
、
史
料
管
理
等
の
専
門
家
に
よ
る
「
史
料
保
存
管
理
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
、
外
交
史
料
館
に
お
け
る
所
蔵
史
料
の
保
存
環
境
、
保
存
状
況
及
び
管
理
業
務

に
つ
い
て
専
門
的
な
見
地
か
ら
現
状
調
査
が
行
わ
れ
る
と
共
に
、
平
成
四
（
一
九 

九
二
）
年
三
月
に
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
同
報
告
書
で
は
保
存
環
境
や
史
料
の

劣
化
状
態
な
ど
、
総
合
的
な
評
価
が
行
わ
れ
る
と
共
に
、
多
く
の
史
料
で
劣
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
や
、
史
料
の
保
存
環
境
整
備
に
は
総
合
的
な
取
組
み
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
指
適
さ
れ
た（

11
（

。

同
報
告
な
ど
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
以
後
、
文
書
館
に
お
け
る
保
存
と
利
用

の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
職
員
を
対
象
と
し
た
保
存
や
史
料
補

修
に
つ
い
て
の
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
国
内
外
の
類
縁
機
関
に
お
け
る
補
修

状
況
の
調
査
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
補
修
業
務
に
関
す
る
取
組
み
は
順
次
進
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た（

11
（

。

補
修
に
関
す
る
取
組
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
外
交
記
録
特
有
の
作
業
上
の
課
題

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
近
代
日
本
に
お
け
る
一
般
的
な
公
文
書
が
一
定
の

大
き
さ
の
和
紙
を
簿
冊
に
綴
じ
た
形
式
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
外
交
活
動
の
中
で

作
成
・
取
得
さ
れ
た
文
書
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
た
外
交
記
録
は
、
和
紙
だ
け
で
な

く
諸
外
国
で
作
成
さ
れ
た
洋
紙
、
竹
紙
な
ど
、
材
質
も
大
き
さ
も
異
な
る
文
書
が

綴
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
外
交
記
録
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
一
つ
一
つ
の
文
書

史
料
の
特
性
を
見
極
め
つ
つ
、
適
切
な
補
修
措
置
を
行
う
専
門
的
な
知
識
や
技
能

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た（

11
（

。

こ
れ
ら
の
検
討
を
進
め
な
が
ら
、
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
四
月
に
は
補
修
作

業
に
専
従
す
る
臨
時
職
員
が
一
名
採
用
さ
れ
、
閲
覧
事
務
室
内
で
補
修
業
務
が
開

始
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
補
修
に
関
す
る
取
組
は
様
々
な
形
で
拡
充
さ
れ
、
館
内
に

補
修
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
（
補
修
室
）
が
設
け
ら
れ
る
と
共
に
、
補
修
作
業
に
あ
た

る
専
門
技
術
を
擁
す
る
職
員
も
複
数
名
を
擁
す
る
体
制
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い

る
（
11
（

。
ま
た
、
外
部
専
門
家
の
協
力
も
得
た
条
約
書
や
戦
前
・
戦
後
の
「
外
務
省
記

録
」
の
劣
化
状
態
調
査
も
進
め
ら
れ
、
展
示
室
の
展
示
品
の
レ
プ
リ
カ
作
成
に
よ

る
代
替
化
に
つ
い
て
も
徐
々
に
進
め
ら
れ
た（

11
（

。
補
修
や
環
境
整
備
に
つ
い
て
職
員

へ
の
啓
発
も
実
施
さ
れ
、
史
料
保
存
に
つ
い
て
の
意
識
の
浸
透
は
着
実
に
進
む
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
い
ず
れ
も
、
史
料
の
劣
化
を
危
惧
し
、
長
期
的

に
保
存
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
、
現
場
職
員
か
ら
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（

11
（

。

も
う
一
つ
は
一
般
向
け
の
対
外
発
信
と
し
て
の
外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

開
設
で
あ
っ
た
。
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
か
ら
七
（
一
九
九
五
）
年
に
か
け
て
、

個
人
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
機
能
を
搭

載
し
た
Ｏ
Ｓ
の
発
売
な
ど
、
個
人
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
急
速
に
普
及
し

た
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
外
務
省
は
平
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成
七
（
一
九
九
五
）
年
四
月
に
英
語
版
、
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
四
月
に
日
本

語
版
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
情
報
の
配
信
を
開
始
し
て
い
た
が
、
か
ね
て
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
を
検
討
し
て
い
た
外
交
史
料
館
も
、
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
参
加
す
る
形
で
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
五
月
に
英
語
版
、
日
本
語
版
の
各

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
相
次
い
で
開
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

11
（

。
一
般
利
用
者
に
向
け
た

直
接
の
情
報
発
信
手
段
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
点
で
、
こ
れ
は
大
き
な
変
化
で

あ
っ
た
。

な
お
こ
の
時
期
に
は
、「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
構
想
が
本
格

化
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
構
想
は
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
八
月
三
一
日
、
村

山
富
市
内
閣
総
理
大
臣
が
翌
年
の
戦
後
五
〇
周
年
を
控
え
て
発
表
し
た
「
平
和
友

好
交
流
計
画
」
に
関
す
る
談
話
に
端
を
発
す
る
も
の
だ
っ
た
。
談
話
で
は
、
近
隣

諸
国
と
の
青
少
年
交
流
や
研
究
交
流
と
い
っ
た
事
業
と
な
ら
ん
で
、「
歴
史
を
直

視
」
す
る
た
め
の
「
歴
史
研
究
支
援
事
業
」
の
一
つ
と
し
て
「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
」
設
立
の
検
討
が
言
及
さ
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
構
想
の
具
体
化
は
、
同
年

一
一
月
に
五
十
嵐
広
三
内
閣
官
房
長
官
の
も
と
に
置
か
れ
た
有
識
者
会
議
に
委
ね

ら
れ
、「
日
本
と
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
等
と
の
間
の
近
現
代
史
に
関
す
る
資
料
及
び

資
料
情
報
を
、
幅
広
く
、
片
寄
り
な
く
収
集
し
、
こ
れ
を
内
外
の
研
究
者
を
は
じ

め
広
く
一
般
に
提
供
す
る
こ
と
」
等
を
基
本
目
的
と
す
る
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
翌

年
六
月
に
提
言
さ
れ
た
。
そ
の
後
具
体
的
検
討
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
セ
ン
タ
ー

は
情
報
通
信
技
術
の
飛
躍
的
な
進
歩
を
踏
ま
え
、
電
子
情
報
の
形
で
蓄
積
し
た
歴

史
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
広
く
提
供
す
る
も
の
と
す

る
方
向
性
が
固
ま
っ
た
。
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
一
一
月
三
〇
日
に
は
ア
ジ

ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
を
、
国
立
公
文
書
館
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
防
衛
庁
防

衛
研
究
所
図
書
館
等
の
国
の
機
関
が
保
管
す
る
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
（
近
現
代
に
お

け
る
我
が
国
と
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
等
と
の
関
係
に
関
わ
る
歴
史
資
料
と
し
て
重
要

な
我
が
国
の
公
文
書
そ
の
他
の
記
録
）を
電
子
情
報
の
形
で
蓄
積
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
構
築
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
情
報
提
供
を
行
う
機
関
と
し
て
開

設
す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
、具
体
的
な
作
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

旧
来
的
な
施
設
の
建
設
で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
す
る
と
い
う

そ
の
構
想
は
、
情
報
化
時
代
を
見
越
し
た
先
見
性
の
あ
る
取
組
で
あ
っ
た（

1（
（

。

四　

政
令
機
関
指
定
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
時
代
の
本
格
化（
平
成
中
期
）

㈠　

情
報
公
開
法
に
よ
る
政
令
機
関
指
定

外
交
史
料
館
が
開
館
三
〇
周
年
を
迎
え
た
平
成
一
三（
二
〇
〇
一
）年
四
月
、「
行

政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
情
報
公
開
法
）」
及

び
関
係
法
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
外
交
史
料
館
の
位
置
づ
け
に
変
化
が

生
じ
た
。
外
交
史
料
館
は
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
四
月
一
日
に
「
行
政
機
関

の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令（
以
下
、情
報
公
開
法
施
行
令
）」

第
二
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
歴
史
的
、
文
化
的
資
料
等
を
保
有
、

管
理
す
る
機
関
と
し
て
総
務
大
臣
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た（

11
（

。

情
報
公
開
法
と
そ
の
関
係
法
令
は
、
国
民
が
行
政
文
書
の
開
示
を
請
求
す
る
権

利
や
、
行
政
機
関
の
開
示
義
務
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
開
示
請
求
の

対
象
と
な
る
行
政
文
書
を
定
義
し
、
そ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
も
規
定
す
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る
も
の
だ
っ
た
。
情
報
公
開
法
施
行
令
は
、
行
政
文
書
と
し
て
の
保
存
期
間
の
満

了
し
た
行
政
文
書
は
、「
移
管
」
な
い
し
「
廃
棄
」
の
措
置
を
行
う
も
の
で
あ
る

と
定
め
た
（
第
一
六
条
第
一
第
八
号
）。
そ
し
て
こ
の
「
移
管
」
が
、
翌
年
三
月

の
法
令
の
施
行
に
伴
う
閣
議
決
定
と
補
足
取
決
め（
各
府
省
庁
官
房
長
等
申
合
せ
）

に
よ
り
、「
国
立
公
文
書
館
法
」
に
明
記
さ
れ
た
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公

文
書
等
」
の
「
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
」
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
外
務
省
の
公
文
書
の
「
移
管
」
先
の
施
設
は
外
交

史
料
館
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た（

11
（

。

㈡　

外
交
記
録
の
公
開

外
務
省
本
省
に
保
管
さ
れ
て
い
た
戦
後
外
交
記
録
の
移
管
先
と
し
て
外
交
史
料

館
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
と
い
え
た
。「
外
交
記
録
公
開
」
で
公

開
さ
れ
て
い
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
の
複
製
物
だ
け
で
な
く
、
戦
後
外
交
記
録

原
本
の
移
管
・
公
開
の
可
能
性
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
戦
後
外
交
記
録
の
公
開
は
大
き
な
進
展
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
っ
た（

11
（

。

従
来
の
「
外
交
記
録
公
開
」
が
継
続
さ
れ
る
一
方
、
平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）

年
か
ら
実
際
に
保
存
期
間
を
満
了
し
た
外
交
記
録
原
本
の
外
交
史
料
館
へ
の
移
管

が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
手
続
き
に
よ
り
移
管
さ
れ
た
記
録
の
公
開
手
段
が
検
討
さ

れ
た
結
果
、
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
二
月
よ
り
、
利
用
者
か
ら
の
申
請
に
基

づ
き
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
に
よ
っ
て
公
開
措
置
を
行
う
「
要
公
開
準
備
」
制
度

の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

11
（

。
前
述
の
通
り
従
来
の「
外
交
記
録
公
開
」

で
も
一
部
原
本
に
よ
る
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
が
、
戦
後
外
交
記
録
が
原
則

原
本
と
い
う
形
で
閲
覧
に
供
さ
れ
た
こ
と
は
利
用
者
に
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た（

11
（

。
こ
の
他
に
も
情
報
公
開
法
を
活
用
し
た
取
組
と
し
て
は
、
同
法
に
基
づ

き
開
示
さ
れ
た
文
書
の
中
か
ら
、一
般
の
関
心
が
高
い
文
書
の
写
し
（
開
示
写
し
）

を
公
開
す
る
取
組
が
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
一
〇
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
こ

の
取
組
で
は
、
対
日
平
和
条
約
交
渉
を
扱
っ
た
「
平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
調

書
」（
い
わ
ゆ
る
西
村
調
書
）
な
ど
の
、
開
示
文
書
の
写
し
が
利
用
可
能
と
な
っ

た
（
11
（

。戦
後
外
交
記
録
の
他
に
も
、こ
の
時
期
も
未
公
開
記
録
の
公
開
が
進
め
ら
れ
た
。

平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
か
け
て
、「
茗

荷
谷
研
修
所
旧
蔵
記
録
」「
ハ
ワ
イ
移
民
関
係
史
料
（
在
ホ
ノ
ル
ル
総
領
事
館
移

管
資
料
）」「
林
董
関
係
文
書
」「
未
分
類
外
務
省
記
録
」、「
林
修
道
博
士
旧
蔵
資
料
」

「
川
村
茂
久
関
係
文
書
」
な
ど
、
大
部
の
史
料
群
も
含
む
多
く
の
記
録
が
相
次
い

で
整
理
・
公
開
さ
れ
た（

11
（

。

ま
た
展
示
室
に
お
け
る
特
別
展
示
・
企
画
展
示
も
、
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）

年
の
日
米
和
親
条
約
締
結
一
五
〇
周
年
を
記
念
し
た
「
日
米
関
係
の
あ
け
ぼ
の
」

を
は
じ
め
、「
中
米
諸
国
と
の
出
会
い
」「
日
露
関
係
の
あ
ゆ
み
」「
幣
原
外
交
の

時
代
」「
岐
路
に
立
つ
外
交
官　

難
局
に
直
面
し
た
戦
前
期
外
交
官
の
意
見
書
」「
吉

田
茂
展　

没
後
四
〇
年
」（
財
団
法
人
吉
田
茂
国
際
基
金
と
の
共
催
）「
日
本
と
ブ

ラ
ジ
ル
」「
日
英
交
流
事
始
」
な
ど
、
二
国
間
関
係
の
周
年
行
事
や
外
交
官
の
活

動
に
焦
点
を
当
て
た
展
示
が
多
数
開
催
さ
れ
た（

11
（

。
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㈢　

平
成
中
期
の
編
纂
事
業
―
戦
後
期
編
纂
の
開
始

編
纂
事
業
と
し
て
は
引
き
続
い
て
「
昭
和
期
Ⅱ
」
の
編
纂
・
刊
行
が
進
め
ら
れ
、

平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
に
第
二
部
全
五
巻
、
翌
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
に
第

一
部
全
五
巻
の
刊
行
が
そ
れ
ぞ
れ
完
了
し
、「
昭
和
期
Ⅲ
」
の
編
纂
・
刊
行
に
着

手
し
た
。
当
該
時
期
に
つ
い
て
は
主
要
な
外
交
案
件
に
関
す
る
記
録
が
消
失
し
て

い
る
と
い
う
編
纂
上
の
困
難
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
学
界
等
で
関
心
の
高
い

テ
ー
マ
を
優
先
的
に
特
集
形
式
で
編
纂
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
、
日
中
戦
争
、
第

二
次
欧
州
大
戦
と
日
本
（
三
国
同
盟
、
日
ソ
中
立
条
約
を
含
む
）、
太
平
洋
戦
争

な
ど
が
計
画
さ
れ
た
。
平
成
二
二（
二
〇
一
〇
）年
に
は
最
初
の
特
集
と
し
て「
太

平
洋
戦
争
」
全
三
冊
が
刊
行
さ
れ
た（

11
（

。

戦
前
期
の
編
纂
が
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
頃
か
ら
、

戦
後
日
本
外
交
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
、
諸
外
国
の
外
交
文
書
集
編
纂
が
既
に
戦

後
期
に
入
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
て
、編
纂
委
員
会
内
で
戦
前
期
と
共
に
、

戦
後
期
の
編
纂
を
並
行
で
進
め
る
べ
き
と
の
議
論
が
浮
上
し
た
。
情
報
公
開
法
の

施
行
に
よ
り
先
述
の
「
平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
調
書
」
が
開
示
さ
れ
た
こ
と

が
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
、
同
調
書
を
復
刻
・
刊
行
す
る
と
共
に
、
戦
後
期
に

関
す
る
最
初
の
編
纂
事
業
と
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
を
対
象
と
す
る

方
針
が
決
定
さ
れ
、「
平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
調
書
」
全
五
冊
の
復
刻
刊
行

が
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
年
）
に
、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
」
全
三
巻

の
刊
行
が
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
か
ら
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に

完
了
し
た（

1（
（

。

㈣　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
時
代
の
幕
開
け

ま
た
、
こ
の
時
期
に
進
展
し
た
取
組
と
し
て
無
視
で
き
な
い
の
は
、
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
の
充
実
で
あ
ろ
う
。
約
二
年
間
の
準
備
期
間
を
経
た
平
成
一
三

（
二
〇
〇
一
）
年
一
一
月
三
〇
日
、
国
立
公
文
書
館
の
組
織
と
し
て
ア
ジ
ア
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
外
交
史
料
館
か
ら
は
平
成
一
二
（
二
〇
〇 

〇
）
年
度
に
外
務
省
記
録
Ａ
門
（
昭
和
戦
前
期
政
治
・
外
交
関
係
）
二
二
〇
〇
冊

（
約
六
〇
万
コ
マ
）
等
の
電
子
画
像
が
提
供
さ
れ
、
開
設
と
同
時
に
同
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能
と
な
っ
た（

11
（

。
文
書
館
に
赴
か
ず
と
も
、
あ
ら
ゆ
る
場

所
で
時
間
の
制
限
を
気
に
せ
ず
原
史
料
を
活
用
で
き
る
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
の
開
設
は
、
多
く
の
研
究
者
に
大
き
な
衝
撃
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た（

11
（

。

そ
の
後
同
セ
ン
タ
ー
は
日
本
で
初
め
て
の
本
格
的
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し

て
、
近
代
史
研
究
に
不
可
欠
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
定
着
し
、
外
交
史
料
館
は
継
続

的
に
史
料
の
電
子
画
像
を
提
供
し
て
い
っ
た
。
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
ま
で

に
、
外
交
史
料
館
の
所
蔵
す
る
戦
前
期
の
外
交
記
録
の
約
七
五
％
が
利
用
可
能
と

な
っ
て
い
る（

11
（

。

ま
た
、
外
交
史
料
館
に
お
い
て
も
独
自
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
と
し
て
、
平
成

二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
一
月
三
〇
日
よ
り
、外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
『
日

本
外
交
文
書
』
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
目
次
情
報
を
提
供
す
る
「
日
本
外
交
文
書
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
刊
行
か
ら
長
期
間
が
経
過
し
、

入
手
や
利
用
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
『
日
本
外
交
文
書
』
を
簡
便
に
利
用
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
取
組
と
し
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で
、
開
設
時
点
で
慶
応
三
（
一 

八
六
七
）
年
か
ら
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
ま
で
の
明
治
期
『
日
本
外
交
文
書
』



－ 47 －

外交史料館 50 年の歩み

全
八
六
冊
が
掲
載
さ
れ
た（

11
（

。
そ
の
後
「
日
本
外
交
文
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」

は
拡
充
さ
れ
、
現
在
は
「
日
本
外
交
文
書
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
改
称
さ

れ
る
と
共
に
、
直
近
の
一
部
刊
行
分
を
除
く
『
日
本
外
交
文
書
』
の
電
子
デ
ー
タ

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

五　

公
文
書
管
理
法
の
施
行
と
そ
の
後
―
平
成
後
期
か
ら
現
代

㈠
「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」
制
定
と
公
文
書
管
理
法
の
施
行

平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
の
情
報
公
開
法
の
施
行
は
、
前
述
の
と
お
り
外
交

史
料
館
の
位
置
づ
け
に
最
初
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
が
、平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）

年
か
ら
開
館
四
〇
周
年
の
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
に
か
け
て
進
ん
だ
法
令
規

則
の
整
備
は
、
外
交
史
料
館
の
位
置
づ
け
と
活
動
の
双
方
に
よ
り
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
に
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
五
月
に
「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規

則
」
が
制
定
さ
れ
た
。
岡
田
克
也
外
務
大
臣
の
下
で
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年

一
一
月
に
発
足
し
た
「
い
わ
ゆ
る
『
密
約
』
問
題
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
」
は
、

翌
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
三
月
に
提
出
し
た
報
告
書
の
補
章
「
外
交
文
書
の
管
理

と
公
開
に
つ
い
て
」
で
、
外
交
記
録
公
開
制
度
に
関
す
る
「
三
〇
年
公
開
原
則
」

の
徹
底
と
、
外
務
省
内
の
意
識
改
革
や
人
員
・
体
制
の
強
化
を
含
め
た
審
査
体
制

の
拡
充
、
さ
ら
に
有
識
者･

専
門
家
の
効
果
的
活
用
や
省
内
審
査
の
あ
り
方
の
見

直
し
を
求
め
、
相
手
国
の
記
録
で
し
か
日
本
の
主
張
・
立
場
が
明
ら
か
に
さ
れ
な

い
状
態
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

11
（

。
こ
う
し
た
提
言
を
踏
ま
え
る

形
で
、
同
年
五
月
二
五
日
、
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
外
交
記
録
公
開
を
円
滑
に
推

進
す
る
た
め
に
「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」
が
制
定
さ
れ
、「
作
成
又
は

取
得
か
ら
三
十
年
以
上
経
過
し
た
行
政
文
書
は
公
開
す
る
」
と
の
原
則
が
明
記
さ

れ
た
。

こ
の
規
則
に
よ
り
、
政
務
レ
ベ
ル
及
び
外
部
有
識
者
が
参
加
す
る
外
交
記
録
公

開
推
進
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
外
交
記
録
の
公
開
に
向
け
た
推
進
力
を
高
め
、
専

門
的
知
見
を
反
映
し
て
審
査
の
質
と
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
体
制
が
整
備
さ
れ

た
。
同
委
員
会
で
の
審
査
を
経
た
上
で
、
国
民
の
関
心
の
高
い
外
交
記
録
を
公
開

す
る
取
組
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
七
月
以
降

に
一
新
さ
れ
た
「
外
交
記
録
公
開
」
制
度
の
下
で
、
沖
縄
返
還
交
渉
、
日
米
安
全

保
障
条
約
改
定
、
日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会
、
日
米
繊
維
交
渉
等
の
主
要
案
件

に
関
す
る
文
書
を
含
む
約
一
五
〇
〇
冊
の
フ
ァ
イ
ル
が
移
管
・
公
開
さ
れ
た（

11
（

。

第
二
に
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
四
月
一
日
に
「
公
文
書
等
の
管
理
に
関

す
る
法
律（
公
文
書
管
理
法
）」が
施
行
さ
れ
た
。公
文
書
の
統
一
的
な
管
理
の
ル
ー

ル
や
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
の
ル
ー
ル
を
定
め
た

公
文
書
管
理
法
及
び
「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
公
文
書
管
理

法
施
行
令
）」
の
施
行
に
よ
り
、外
交
史
料
館
は
外
務
省
の
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」

の
管
理
を
行
う
施
設
と
し
て
外
務
大
臣
よ
り
指
定
を
受
け
た「
国
立
公
文
書
館
等
」

で
あ
る
と
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
外
交
史
料
館
の
活
動
の
二

本
柱
が
、
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
く
歴
史
的
資
料
の
移
管
受
入
れ
、
保
存
、
利
用

の
促
進
と
い
っ
た
国
立
公
文
書
館
等
と
し
て
の
業
務
と
、
外
務
省
設
置
法
に
基
づ

く
『
日
本
外
交
文
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
外
交
文
書
の
編
纂
業
務
で
あ
る
こ
と
が
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明
確
に
さ
れ
た（

11
（

。

外
交
史
料
館
の
所
蔵
す
る
外
交
記
録
は
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
永
久
保
存

の
対
象
と
さ
れ
る
と
共
に
、
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
く
手
続
と
し
て
の
利
用
請
求

の
権
利
が
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
外
務
省
の
自
主
的
取
組
と
し
て
進
め
ら
れ

て
き
た
「
要
公
開
準
備
」
制
度
に
代
わ
る
、
法
令
に
依
拠
し
た
利
用
の
制
度
が
整

え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

11
（

。
ま
た
館
の
運
営
規
則
と
し
て
、
開
館
以
来
運
用
さ
れ

て
き
た
「
外
務
省
外
交
史
料
館
利
用
規
則
」
は
廃
止
さ
れ
、
同
法
第
二
七
条
に
基

づ
く
「
外
務
省
外
交
史
料
館
利
用
等
規
則
」
と
、
そ
の
実
施
に
関
す
る
細
則
で
あ

る
「
外
務
省
外
交
史
料
館
利
用
細
則
」
等
が
同
日
付
で
施
行
さ
れ
た
。

な
お
公
文
書
管
理
法
の
施
行
と
同
時
に
、
同
法
の
理
念
に
沿
う
迅
速
な
移
管
を

達
成
す
る
た
め
、「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」
も
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改

正
に
よ
り
、
外
交
記
録
公
開
推
進
委
員
会
が
一
般
の
関
心
の
高
い
フ
ァ
イ
ル
の
公

開
性
審
査
を
行
う
手
続
き
（「
特
別
審
査
」）
に
加
え
、「
通
常
審
査
」
の
手
続
が

設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
保
存
期
間
を
満
了
し
た
外
交
記
録
の
迅
速
な
移
管
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

11
（

。

「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」
の
制
定
か
ら
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
末

ま
で
に
移
管
さ
れ
た
戦
後
外
交
記
録
の
件
数
は
三
万
六
二
一
九
冊
（
戦
後
条
約
書

を
含
む
）
を
数
え
、
三
〇
年
原
則
の
も
と
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
末
に
は
平

成
二
（
一
九
九
〇
）
年
の
外
交
案
件
ま
で
公
開
が
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
二 

二
（
二
〇
一
〇
）
年
以
降
刷
新
さ
れ
た
「
外
交
記
録
公
開
」
の
取
組
み
は
、
政
策

決
定
過
程
に
踏
み
込
み
、
従
来
困
難
だ
っ
た
日
本
を
主
体
と
し
た
戦
後
日
本
外
交

史
を
描
け
る
状
況
を
作
り
出
し
た
と
し
て
、
学
界
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る（

1（
（

。

㈡　

公
文
書
管
理
法
施
行
後
の
展
示
業
務
と
閲
覧
業
務

公
文
書
管
理
法
は
、
外
交
記
録
の
移
管
・
公
開
の
他
に
も
外
交
史
料
館
の
活
動

領
域
を
広
げ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
同
法
は
第
二
三
条
に
お
い
て
、
国
立
公
文

書
館
等
の
長
が
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
展
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
積
極
的
に
一

般
の
利
用
に
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
た
。
こ
れ
は

国
立
公
文
書
館
法
や
公
文
書
館
法
と
い
っ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
に
関
す
る
既
存

の
法
令
が
こ
れ
ら
機
関
の
業
務
を
「
閲
覧
」
の
み
に
限
定
し
て
い
た
こ
と
に
対
し

て
、
展
示
を
「
利
用
」
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
た
点
に
お
い
て
新
し
い
措
置
で

あ
り
、
公
文
書
管
理
法
施
行
以
前
か
ら
外
交
史
料
館
が
取
り
組
ん
で
き
た
展
示
業

務
に
弾
み
を
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
公
文
書
管
理
法
の
下
で
の
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
取
扱
い
の
指
針
を
示

す
た
め
策
定
さ
れ
た
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、「
利
用
の
促
進
」
に
関
す
る
留
意
事
項
と
し
て
、
展
示
会

等
の
開
催
等
の
取
組
を
通
じ
て
、
国
民
が
歴
史
公
文
書
等
に
触
れ
る
機
会
を
数
多

く
用
意
す
る
こ
と
で
国
民
の
歴
史
公
文
書
等
へ
の
関
心
を
高
め
る
措
置
の
重
要
性

に
言
及
す
る
と
共
に
、
国
立
公
文
書
館
等
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
施
設
や
博
物

館
等
と
連
携
し
た
取
組
み
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
。

こ
う
し
た
法
令
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
外
交
史
料
館
は
以
後
国
立
公
文
書
館
等
や

地
方
類
縁
機
関
と
の
共
催
展
示
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
っ
た
。
平
成
二
五
（
二 

〇
一
三
）
年
の
国
立
公
文
書
館
及
び
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
と
の
共
催
展
示
「
近

代
国
家
日
本
の
誕
生
―
公
文
書
に
み
る
明
治
」
を
皮
切
り
と
し
て
、
埼
玉
県
立
文

書
館
と
の
共
催
展
示
「
地
図
ア
ラ
カ
ル
ト
」（
平
成
二
六
年
）、
茨
城
県
立
歴
史
館
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と
の
共
催
展
示
「
日
本
外
交
の
あ
ゆ
み
」（
平
成
二
七
年
）、
国
立
公
文
書
館
・
デ

ン
マ
ー
ク
国
立
公
文
書
館
と
の
共
催
展
示
「
日
本
と
デ
ン
マ
ー
ク　

文
書
で
た
ど

る
交
流
の
歴
史
」（
平
成
二
九
年
）、
北
海
道
立
文
書
館
と
の
共
催
展
示
「
世
界
史

の
中
の
北
海
道
」及
び
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
と
の
共
催
展
示「
外

交
史
料
に
み
る
明
治
の
日
本
外
交
」（
平
成
三
〇
年
）、
和
歌
山
県
・
和
歌
山
県
教

育
委
員
会
と
の
共
催
展
示
「
外
交
史
料
と
近
代
日
本
の
あ
ゆ
み
」（
令
和
元
年
）

が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
た（

11
（

。

ま
た
閲
覧
業
務
に
つ
い
て
も
、
前
出
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
利
用
の
方

法
に
関
す
る
留
意
事
項
と
し
て
、「
カ
メ
ラ
等
を
用
い
た
撮
影
に
つ
い
て
は
、極
力
、

認
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の
指
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
外
交

史
料
館
利
用
細
則
」
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
用
い
た
撮
影
を
認
め
る
こ
と

と
な
っ
た
（
第
五
条
）。
従
来
か
ら
外
交
史
料
館
で
は
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

目
的
と
し
て
、
閲
覧
室
で
の
Ｐ
Ｃ
利

用
や
、
セ
ル
フ
式
の
複
写
を
可
能
と

す
る
コ
イ
ン
ベ
ン
ダ
ー
及
び
デ
ジ
タ

ル
複
合
機
の
導
入
な
ど
、
様
々
な
取

組
を
進
め
て
き
た
が
、
海
外
の
文
書

館
等
で
認
め
ら
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
撮
影
は
利
用
者
で
も
要
望
の

強
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
導

入
は
歓
迎
さ
れ
た（

11
（

。

な
お
、
こ
う
し
た
法
令
に
関
わ
ら

な
い
分
野
で
の
所
蔵
史
料
に
関
す
る
動
き
と
し
て
は
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）

年
に
、「
須
磨
弥
吉
郎
関
係
文
書
」「
川
上
俊
彦
関
係
史
料
」「
侯
爵
小
村
寿
太
郎
伝
」

「
外
交
公
文
」
が
そ
れ
ぞ
れ
整
理
・
公
開
さ
れ
た（

11
（

。
さ
ら
に
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）

年
八
月
一
七
日
に
、
幕
末
期
の
外
交
記
録
で
あ
る
「
通
信
全
覧
」
三
二
〇
冊
、
及

び
「
続
通
信
全
覧
」
一
七
八
四
冊
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
外
交
史

料
館
で
は
こ
れ
を
記
念
し
た
特
別
展
示
「
幕
末
へ
の
い
ざ
な
い
」
を
同
年
開
催
し

た
（
11
（

。
㈢　

所
蔵
史
料
検
索
シ
ス
テ
ム
の
公
開

外
交
史
料
館
の
法
的
位
置
づ
け
が
変
化
し
、
公
開
対
象
の
記
録
が
拡
大
す
る
中

で
、
所
蔵
史
料
を
参
照
す
る
た
め
の
目
録
も
抜
本
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
戦
前
の
記
録
に
つ
い
て
は
開
館
二
〇
周
年
で
作
成
さ
れ
た
『
外
務
省

記
録
総
目
録
〔
戦
前
期
〕』
が
存
在
す
る
一
方
で
、
従
来
戦
後
外
交
記
録
等
の
目

録
情
報
は
閲
覧
室
に
備
え
付
け
ら
れ
た
紙
目
録
や
、
外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
掲
載
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
方
法
は
情
報
の
鮮
度
、
検
索
性
の
観
点
か
ら
利
用
者
、
管
理
側
双
方
に
と
っ
て

利
便
性
を
欠
い
て
お
り
、
さ
ら
に
史
料
の
全
体
像
を
把
握
し
難
い
と
い
う
点
か
ら

も
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
て
外
交
史
料
館
は
所
蔵
史
料

検
索
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
み
、平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
一
二
月
一
〇
日
、

同
シ
ス
テ
ム
を
公
開
し
た（

11
（

。
シ
ス
テ
ム
は
階
層
検
索
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
、
詳
細

検
索
と
い
っ
た
検
索
機
能
を
備
え
る
と
共
に
、
利
用
請
求
、
閲
覧
、
複
写
等
に
関

わ
る
様
式
出
力
の
機
能
や
、
後
述
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
掲
載
機
能
を
備
え
て
い
る
。

国立公文書館における
連携展示の光景



－ 50 －

『外交史料館報』第 35 号（2022 年 3 月）

更
に
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
と
の
デ
ー
タ
リ
ン
ク
機
能
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
存
在
す
る
史
料
画
像
の
検
索
・
閲
覧
に
つ
い
て
も
利

便
性
を
向
上
さ
せ
た
。

㈣　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
拡
大
と
充
実

情
報
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
政
府
が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
施
策
を
推
進
し
て

き
た
こ
と
、「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ

ル
画
像
等
の
存
否
」
を
目
録
で
公
開
す
る
こ
と
と
し
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を

特
定
歴
史
公
文
書
等
を
適
切
に
保
存
し
、
国
民
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
事
業
の

な
か
の
基
本
的
な
機
能
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ
け
た
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
、
所
蔵
史

料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
関
す
る
取
組
み
も
こ
の
時
期
一
段
と
進
展
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
に
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
に
公
開
さ
れ
た
所
蔵
史
料
検
索
シ
ス
テ

ム
に
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
掲
載
機
能
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
機
能
を
活
用
し
、
シ
ス

テ
ム
の
公
開
と
同
時
に
所
蔵
す
る
幕
末
・
明
治
・
大
正
期
の
国
書
・
親
書
等

七
〇
九
件
の
画
像
が
シ
ス
テ
ム
上
で
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
た（

11
（

。

第
二
に
、「
外
交
記
録
公
開
」
に
つ
い
て
は
、
特
別
審
査
フ
ァ
イ
ル
の
電
子
画

像
デ
ー
タ
が
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
一
二
月
二
〇
日
の
公
開
以
降
、
外
交
史

料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
令
和
三
（
二
〇
二
一
）

年
一
二
月
二
三
日
の
公
開
分
ま
で
を
含
め
、
現
在
一
〇
六
冊
が
閲
覧
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
画
像
提
供
で
は
、
新
た
に
戦
後
史
料

の
提
供
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
の

有
識
者
懇
談
会
「
二
〇
世
紀
を
振
り
返
り
二
一
世
紀
の
世
界
秩
序
と
日
本
の
役
割

を
構
想
す
る
た
め
の
有
識
者
懇
談
会
」
が
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
八
月
六
日

付
で
提
出
し
た
報
告
書
に
お
い
て
、「
戦
後
七
〇
周
年
に
当
た
っ
て
我
が
国
が
取

る
べ
き
具
体
的
施
策
」
と
し
て
「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
充
実
」
を
掲
げ
、

同
セ
ン
タ
ー
が
国
内
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
諸
国
の
学
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
が
、
現
在
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
資
料
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
も
の
に
限

定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
戦
後
の
資
料
に
つ
い
て
も
収
集
、
公
開
す
る
必
要
が
あ

る
と
提
言
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
述
に
基
づ
き
外
務
省

と
国
立
公
文
書
館
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
間
で
調
整
が
行
わ
れ
た
結
果
、

戦
後
外
交
記
録
の
画
像
提
供
が
確
認
さ
れ
、さ
ら
に
そ
の
後
の
検
討
で「
一
九
七
二

年
頃
ま
で
の
『
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
』」
が
具
体
的
な
範
囲
と
し
て
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た（

11
（

。

現
在
外
交
史
料
館
は
こ
れ
に
対
応
す
る
戦
後
史
料
画
像
の
提
供
を
進
め
て
お

り
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
末
ま
で
に
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
提
供
さ

れ
た
史
料
画
像
デ
ー
タ
の
コ
マ
数
は
四
〇
万
七
三
〇
五
コ
マ
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア

国
際
関
係
史
に
関
す
る
研
究
水
準
の
向
上
へ
の
寄
与
と
共
に
、
ひ
い
て
は
過
去
の

歴
史
的
経
緯
を
め
ぐ
る
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
相
互
理
解
に
向
け
た
貢
献
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
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㈤　

平
成
後
期
・
令
和
の
編
纂
事
業
―
戦
後
編
纂
の
本
格
化

編
纂
事
業
は
引
き
続
き
、「
昭
和
期
Ⅲ
」
時
期
の
編
纂
・
刊
行
が
進
め
ら
れ
、

平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
に
「
日
中
戦
争
」、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
か

ら
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
に
か
け
て
「
第
二
次
欧
州
大
戦
と
日
本
」
全
三
冊
を
刊

行
、さ
ら
に
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
か
ら
二
七
（
二
〇
一
六
）
年
ま
で
に
「
昭

和
期
Ⅲ
」
全
三
巻
と
関
係
調
書
集
が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
特
集
巻
の
刊
行
か
ら
数
え
る
と
三
九
年
に
及
ん
だ
昭
和
戦
前
期
の

刊
行
が
す
べ
て
完
了
し
、
編
纂
事
業
は
戦
後
期
を
対
象
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
以
後
特
集
形
式
で
、
既
に
刊
行
済
み
の
平
和
条
約
関
連
を
除
く
占
領
期

の
問
題
を
扱
っ
た
「
占
領
期
」
全
三
巻
・
調
書
集
一
巻
が
刊
行
さ
れ
、続
い
て
「
国

際
連
合
へ
の
加
盟
」「
日
華
平
和
条
約
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
令
和
三
（
二
〇 

二
一
）
年
に
は
、
新
た
に
戦
後
期
の
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
か
ら
三
五
（
一 

九
六
〇
）
年
ま
で
の
事
項
を
編
年
で
扱
う
「
昭
和
期
Ⅳ
」
の
第
一
巻
と
し
て
、「
日

米
関
係 

第
一
巻
（
昭
和
二
七
―
二
九
年
）」
が
刊
行
さ
れ
た
。
以
後
は
当
該
時
期

の
事
項
を
扱
う
巻
の
編
纂
・
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
九
月
二
一
日
に
は
、
編
纂
事
業
の
み
な
ら

ず
外
交
史
料
館
に
と
っ
て
悲
し
む
べ
き
出
来
事
が
あ
っ
た
。
昭
和
四
五
（
一
九 

七
〇
）
年
か
ら
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
委
員

長
を
務
め
た
細
谷
千
博
教
授
の
死
去
で
あ
る
。
本
稿
の
随
所
に
示
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
細
谷
教
授
は
外
交
記
録
の
公
開
や
編
纂
と
い
っ
た
問
題
に
生
涯
を
通
じ
て

取
り
組
ま
れ
て
き
た
研
究
者
で
あ
り
、
外
交
史
料
館
に
と
っ
て
、
一
貫
し
て
そ
の

活
動
を
理
解
し
、
支
援
を
与
え
て
き
た
、
文
字
通
り
の
「
育
て
の
親
」
で
あ
っ

た
（
11
（

。
な
お
編
纂
委
員
長
は
波
多
野
澄
雄
教
授
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。お

わ
り
に

外
交
史
料
館
は
半
世
紀
に
わ
た
り
、
外
交
記
録
の
公
開
、
保
存
、
編
纂
と
い
っ

た
各
種
業
務
を
通
じ
て
、
近
代
史
研
究
に
お
い
て
不
可
欠
の
史
料
を
提
供
す
る
施

設
と
し
て
着
実
に
そ
の
業
務
を
遂
行
し
て
き
た
。
現
在
所
蔵
・
公
開
さ
れ
て
い
る

史
料
群
は
表
３
の
と
お
り
で
あ
り
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
数
は
令
和
三
（
二
〇 

二
一
）
年
末
時
点
で
一
一
万
三
四
三
五
冊
と
、
開
館
当
時
の
約
四
万
八
〇
〇
〇
冊

か
ら
大
き
く
増
加
し
た
。
ま
た『
日
本
外
交
文
書
』の
刊
行
冊
数
は
昭
和
四
六（
一 

九
七
一
）
年
四
月
の
開
館
時
点
で
は
一
一
五
冊
だ
っ
た
が
、令
和
三
（
二
〇
二
一
）

年
度
中
刊
行
予
定
の
二
冊
を
含
め
、
合
計
二
二
六
冊
と
な
っ
た
。

表
１
の
と
お
り
閲
覧
者
数
や
展
示
室
へ
の
来
館
者
数
も
、
開
館
当
初
か
ら
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。
史
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
を

始
め
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
利
用
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
加
味

す
れ
ば
、
実
態
は
よ
り
大
き
い
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
（
表
２
参
照
）。

時
代
や
技
術
の
変
化
に
よ
っ
て
、
用
い
る
手
法
は
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
外

交
史
料
館
に
は
今
後
も
一
貫
し
て
、
そ
の
時
代
の
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な

が
ら
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
記
録
文
書
を
保
存
管
理
し
、
利
用
に
供
す
る
こ
と
、

外
交
文
書
の
編
纂
を
行
う
こ
と
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
実
現
す
る
た
め
の
体
制
構
築

が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
直
近
で
は
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
よ
り
、
外
交
史
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料
館
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
を
原
因
と
し
て
、
複
数
回
に
わ
た
る
長
期

の
臨
時
休
館
と
い
う
未
曾
有
の
事
態
に
直
面
し
た（

（11
（

。
こ
う
し
た
事
態
を
も
乗
り
越

え
、
業
務
を
い
か
に
進
め
て
い
く
か
が
、
今
後
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
と

い
え
よ
う
。

（
文
責　

浜
岡
）

注（
1
）
吉
村
道
男
「
外
交
文
書
編
纂
事
業
の
経
緯
に
つ
い
て
」（『
外
交
史
料
館
報
』
第
一
号
、

一
九
八
八
年
、
以
下
『
館
報
』
第
一
号
と
略
記
）
六
九
頁
。

（
2
）
同
右
、七
一
―
七
三
頁
。「『
日
本
外
交
文
書
』
七
〇
年
の
歩
み
」（『
館
報
』
第
二
〇
号
、

二
〇
〇
六
年
）
六
〇
頁
。「
座
談
会　

外
交
史
料
館
の
二
十
年
と
将
来
」（『
館
報
』
第

五
号
、
一
九
九
二
年
）
三
二
頁
。

（
3
）
吉
村
前
掲
、七
一
―
七
五
頁
。
臼
井
勝
美
「『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
の
思
い
出
」（『
館

報
』
第
三
〇
号
、
二
〇
一
七
年
）
一
〇
頁
。

（
4
）
外
務
省
編
『
外
務
省
の
百
年　

下
』
原
書
房
、
一
九
六
八
年
、
一
二
九
八
―
一
二
九 

九
頁
。熱
田
見
子「
米
国
議
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
戦
前
期
外
務
省
調
書
と
そ
の
背
景
」

（『
館
報
』
第
二
一
号
、
二
〇
〇
七
年
）
八
四
―
八
六
頁
。

（
5
）
官
房
文
書
課
（
昭
和
二
九
年
一
一
月
）「
占
領
下
に
お
け
る
日
本
外
務
省
記
録
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
に
つ
い
て
」（
外
務
省
記
録N

,.1.1.1.4-2

「
本
省
文
書
事
務
関
係  

秘
密
文
書
取
扱
関
係
」
第
二
巻
、
外
務
省
外
交
史
料
館
。
以
下
、
外
務
省
記
録
は
全

て
外
交
史
料
館
所
蔵
の
た
め
所
蔵
機
関
情
報
は
省
略
す
る
）。
臼
井
勝
美
「
外
務
省
記

録
と
『
日
本
外
交
文
書
』」（『
み
す
ず
』
第
二
〇
〇
号
、
一
九
七
六
年
）
五
二
頁
。
熱

田
前
掲
、
八
七
―
八
八
頁
。

（
6
）
前
掲
「
座
談
会　

外
交
史
料
館
の
二
十
年
と
将
来
」
三
〇
頁
。
細
谷
千
博
「
シ
ベ
リ

ア
出
兵
研
究
の
今
日
的
意
味
―
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
史
的
研
究
』
の
思
い
出
」（『
館
報
』

第
一
九
号
、
二
〇
〇
五
年
）
二
八
―
二
九
頁
。
江
藤
淳
編
『
終
戦
史
録
別
巻 

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム 

終
戦
を
問
い
直
す
』
北
洋
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
六
頁
。

（
7
）
波
多
野
澄
雄
「
細
谷
先
生
と
外
務
省
へ
の
ま
な
ざ
し
」（『
館
報
』
第
二
五
号
、
二
〇 

一
二
年
）
二
二
頁
。

（
8
）
細
谷
千
博
「
栗
原
健
さ
ん
の
思
い
出
」（『
館
報
』
第
二
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
）
八
九

―
九
〇
頁
。
吉
村
道
男
『
道
ひ
と
す
じ
―
外
交
史
料
館
で
考
え
た
こ
と
』
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
和
光
・
風
の
里
、
二
〇
一
五
年
、
二
四
六
―
二
五
一
頁
。

（
9
）
前
掲
『
外
務
省
の
百
年　

下
』
一
二
九
九
頁
。
波
多
野
澄
雄
「『
史
録
』
編
纂
の
周
辺
」

（
外
務
省
編
『
終
戦
史
録　

六
』
附
録
月
報
、
北
洋
社
、
一
九
七
八
年
）
八
―
一
一
頁
。

高
裁
案
（
昭
和
三
三
年
九
月
二
五
日
決
裁
）「
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
以
前
の
記
録

の
機
秘
密
解
除
に
関
す
る
件
」（
前
掲
外
務
省
記
録
「
本
省
文
書
事
務
関
係　

秘
密
文

書
取
扱
関
係
」
第
二
巻
）。

（
10
）
当
時
の
閲
覧
の
様
子
に
つ
い
て
は
、入
江
昭
「
外
交
史
料
館
利
用
の
思
い
出
」（『
館
報
』

第
一
〇
号
、一
九
九
六
年
）
九
六
頁
。
三
谷
太
一
郎
「
外
交
史
研
究
の
出
発
点
」
同
右
、

一
〇
五
頁
。『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
』
に
つ
い
て
は
、
大
畑
篤
四
郎
「
日
本
国
際
政
治

学
会
三
〇
年
の
歩
み
」（『
国
際
政
治
』
日
本
国
際
政
治
学
会
創
立
三
〇
周
年
記
念
号
、

一
九
八
六
年
）
一
八
八
―
一
九
二
頁
。
前
掲
「
座
談
会　

外
交
史
料
館
の
二
十
年
と

将
来
」
三
一
―
三
三
頁
。「
日
本
国
際
政
治
学
会
の
半
世
紀
―
座
談
会
編
」（『
日
本
国

際
政
治
学
会
の
半
世
紀
：
座
談
会
編
／
活
動
年
表
編
／
歴
代
役
員
編
』
日
本
国
際
政



－ 53 －

外交史料館 50 年の歩み

治
学
会
、
二
〇
〇
三
年
）
一
一
―
一
四
頁
。

（
11
）「
部
外
者
に
よ
る
外
務
省
記
録
文
書
閲
覧
・
謄
写
関
係
統
計
資
料
（
昭
和
四
一
年
七
月

二
二
日
現
在
）」（
外
務
省
記
録N

,.1.3.0.2

「
本
省
記
録
予
算
関
係
一
件
」
第
二
巻
）。

以
下
外
務
省
記
録
「
記
録
予
算
関
係
」
第
二
巻
と
略
記
。

（
12
）「
外
務
省
資
料
館
設
置
に
つ
い
て
の
要
望
書
」（
昭
和
四
一
年
五
月
一
日
）
同
右
。
引

用
に
あ
た
り
英
数
字
は
漢
数
字
に
改
め
た
。

（
13
）
前
掲
「
座
談
会　

外
交
史
料
館
の
二
十
年
と
将
来
」
二
九
頁
。

（
14
）
日
本
外
交
史
研
究
会
の
活
動
実
績
は
、
大
畑
前
掲
、
一
八
二
―
一
八
七
頁
。

（
15
）
一
例
と
し
て
、
文
書
課
（
昭
和
四
二
年
八
月
一
七
日
）「
外
交
史
料
館
の
任
務
と
国
民

外
交
会
館
に
委
託
す
べ
き
事
業
に
つ
い
て
」（
前
掲
外
務
省
記
録
「
記
録
予
算
関
係
」

第
三
巻
）。

（
16
）
社
団
法
人
霞
関
会
『
創
立
二
十
五
周
年
記
念　

二
十
五
年
の
歩
み
』
霞
関
会
、
昭
和

四
〇
年
、
七
―
八
頁
及
び
一
六
頁
。「
財
団
法
人
国
民
外
交
会
館
設
立
経
過
（
昭
和

四
〇
年
七
月
二
六
日
）」（
外
務
省
記
録I ,.1.2.0.2K

2-1

「
本
邦
学
会
並
び
に
学
術
研
究

所
関
係　

国
民
外
交
研
究
協
会
（
旧
国
民
外
交
会
館
）　

設
立
関
係
」、マ
イ
ク
ロ
リ
ー

ル
番
号I ,-0028

）。
以
下
外
務
省
記
録
「
国
民
外
交
会
館
設
立
関
係
」
と
略
記
。
国
民

外
交
会
館
（
昭
和
四
二
年
五
月
三
一
日
）「
財
団
法
人
国
民
外
交
会
館
の
設
立
と
そ
の

経
過
に
つ
い
て
」（
外
務
省
記
録I ,.1.2.0.2K

2

「
本
邦
学
会
並
び
に
学
術
研
究
所
関
係  

国
民
外
交
研
究
協
会（
旧
国
民
外
交
会
館
）」第
一
巻
マ
イ
ク
ロ
リ
ー
ル
番
号I ,-0028

）。

以
下
外
務
省
記
録
「
国
民
外
交
会
館
」
第
一
巻
と
略
記
。
な
お
同
敷
地
は
昭
和
一
九

年
か
ら
二
四
年
ま
で
、
霞
関
会
が
所
有
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

（
17
）
前
掲
『
創
立
二
十
五
周
年
記
念　

二
十
五
年
の
歩
み
』、
一
六
頁
。
三
五
頁
の
図
の
出

典
は
前
掲
「
国
民
外
交
会
館
設
立
関
係
」。

（
18
）
同
右
、
一
九
―
二
一
頁
。
及
び
昭
和
四
一
年
三
月
一
七
日
財
団
法
人
国
民
外
交
会
館

三
谷
理
事
長
発
椎
名
外
務
大
臣
宛
「
国
民
外
交
会
館
の
構
想
と
規
模
に
つ
い
て
」（
前

掲
外
務
省
記
録
「
国
民
外
交
会
館
設
立
関
係
」）。

（
19
）
前
掲
「
財
団
法
人
国
民
外
交
会
館
設
立
経
過
（
昭
和
四
〇
年
七
月
二
六
日
）」
及
び
「
財

団
法
人
国
民
外
交
会
館
の
設
立
と
そ
の
経
過
に
つ
い
て
」。

（
20
）
会
計
課
長（
昭
和
四
一
年
七
月
一
一
日
）「
国
民
外
交
会
館
の
暫
定
試
案
に
つ
い
て
」（
前

掲
外
務
省
記
録
「
国
民
外
交
会
館
設
立
関
係
」）。「
財
団
法
人
国
民
外
交
会
館
第
十
三

回
理
事
会
議
事
録
（
昭
和
四
一
年
八
月
六
日
）」（
前
掲
外
務
省
記
録
「
国
民
外
交
会
館
」

第
二
巻
）。「
財
団
法
人
国
民
外
交
会
館
第
十
四
回
理
事
会
議
事
録
（
昭
和
四
一
年
九

月
二
九
日
）」
同
右
。

（
21
）「
国
民
外
交
会
館
史
料
蒐
集
の
た
め
の
第
一
回
懇
談
会
要
旨
」（
外
務
省
記
録

I ,.1.2.0.2K
2-6

「
本
邦
学
会
並
び
に
学
術
研
究
所
関
係　

国
民
外
交
研
究
協
会
（
旧
国

民
外
交
会
館
）　

資
料
蒐
集
委
員
会
」
マ
イ
ク
ロ
リ
ー
ル
番
号I ,-0028

）。
文
書
課
（
昭

和
四
二
年
二
月
一
五
日
）「
国
民
外
交
会
館
史
料
蒐
集
の
た
め
の
小
委
員
会
に
つ
い
て
」

同
右
。

（
22
）
前
掲
「
国
民
外
交
会
館
の
暫
定
試
案
に
つ
い
て
」。
吉
田
五
十
八
研
究
室
「
作
品 

外

務
省
飯
倉
公
館
・
史
料
館
」（『
新
建
築
』
一
九
七
二
年
一
月
号
）
一
九
八
頁
。

（
23
）
前
掲
「
外
交
史
料
館
の
任
務
と
国
民
外
交
会
館
に
委
託
す
べ
き
事
業
に
つ
い
て
」。
浜

岡
鷹
行
「『
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
』
導
入
以
後
の
外
務
省
公
文
書
管
理
」（『
館
報
』

第
三
四
号
、
二
〇
二
一
年
）、
八
八
頁
。

（
24
）「
政
界
サ
ロ
ン　

日
本
調
豊
か
に
外
相
公
館
」（『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
七
年
九
月
一
一
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日
朝
刊
）。

（
25
）
文
書
課
（
昭
和
四
三
年
八
月
八
日
）「
財
団
法
人
国
民
外
交
会
館
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
の
外
務
省
の
意
見
（
案
）」（
前
掲
外
務
省
記
録
「
国
民
外
交
会
館
設
立
関
係
」）。

文
書
課
長
（
昭
和
四
四
年
一
一
月
一
二
日
）「
国
民
外
交
研
究
協
会
の
事
業
に
つ
い
て
」

（
前
掲
外
務
省
記
録
「
国
民
外
交
会
館
」
第
二
巻
）。
文
書
課
（
昭
和
四
五
年
二
月
一 

七
日
）「
外
交
史
料
館
の
運
営
と
国
民
外
交
研
究
会
の
関
係
等
に
つ
い
て
」
同
右
。

（
26
）
文
書
課
長
（
昭
和
四
六
年
五
月
二
〇
日
）「
国
民
外
交
研
究
協
会
の
発
展
的
解
散
（
案
）

に
つ
い
て
」（
外
務
省
記
録I ,.1.2.0.2K

2-8

「
本
邦
学
会
並
び
に
学
術
研
究
所
関
係　

国
民
外
交
研
究
協
会
（
旧
国
民
外
交
会
館
）
解
散
関
係
」
マ
イ
ク
ロ
リ
ー
ル
番
号I ,-

0029

）。
及
び
一
九
七
二
年
一
月
三
一
日
付
『
官
報
』
第
一
三
五
三
〇
号
。

（
27
）
長
岡
新
治
郎
「
開
館
当
時
の
こ
と
」（『
館
報
』
第
五
号
、
一
九
九
二
年
）
七
一
頁
。

海
野
芳
郎
「
外
交
文
書
と
と
も
に
歩
い
た
日
々
」（『
館
報
』
第
二
〇
号
、二
〇
〇
六
年
）

八
六
頁
。

（
28
）
講
演
記
録
は
『
館
報
』
第
一
号
（
一
九
八
八
年
）
参
照
。

（
29
）
海
野
芳
郎
「
幻
と
消
え
た
＂
史
料
展
示
室
”」（『
館
報
』
第
五
号
、
一
九
九
二
年
）
七 

三
頁
。
海
野
前
掲
「
外
交
文
書
と
と
も
に
歩
い
た
日
々
」
八
六
―
八
七
頁
。

（
30
）『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』一
九
七
一
年
四
月
二
三
日
朝
刊
。「
外
交
史
料
館
二
十
年
小
史
」（『
館

報
』
第
五
号
、
一
九
九
二
年
）
七
〇
頁
。

（
31
）
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ク
レ
ー
プ
ス
「
開
館
二
十
周
年
に
よ
せ
て
」（『
館
報
』
第
五
号
、
一 

九
九
二
年
）
六
―
七
頁
。

（
32
）
栗
原
健
「
外
交
史
料
館
の
最
初
の
閲
覧
室
勤
務
に
つ
い
て
」
同
右
、
七
二
頁
。
栗
原

事
務
官
に
つ
い
て
は
、
前
掲
細
谷
「
栗
原
健
さ
ん
の
思
い
出
」
及
び
「
栗
原
健
先
生

に
寄
せ
ら
れ
た
海
外
研
究
者
か
ら
の
謝
意
」（『
館
報
』
第
二
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
）

九
七
―
一
〇
八
頁
な
ど
を
参
照
。

（
33
）
波
多
野
澄
雄
「
栗
原
健
先
生
と
『
栗
原
フ
ァ
イ
ル
』」（『
館
報
』
第
二
〇
号
）
一
〇
九

―
一
一
〇
頁
。

（
34
）
内
藤
和
寿
「
開
館
三
五
周
年
に
よ
せ
て
」（『
館
報
』
第
二
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
）

一
二
五
―
一
二
六
頁
。

（
35
）
波
多
野
前
掲
「
細
谷
先
生
と
外
務
省
へ
の
ま
な
ざ
し
」
二
一
頁
。
高
橋
和
宏
「
外
務

省
文
書
か
ら
み
た
日
本
の
安
全
保
障
政
策
史
」（『
防
衛
学
研
究
』
第
五
八
号
、

二
〇
一
八
年
）
四
九
頁
。

（
36
）
竹
前
栄
治
「
占
領
研
究
四
〇
年
」（『
現
代
法
学
』
第
八
号
、
二
〇
〇
五
年
）
三
〇
―

三
二
頁
。

（
37
）
戸
川
雪
江「
昭
和
五
十
一
年（
第
一
回
戦
後
記
録
公
開
）頃
の
閲
覧
室
に
つ
い
て
」（『
館

報
』
第
五
号
、
一
九
九
二
年
）
七
四
頁
。

（
38
）
前
掲
「
座
談
会　

外
交
史
料
館
の
二
十
年
と
将
来
」
三
九
頁
。

（
39
）
波
多
野
澄
雄
『
歴
史
と
し
て
の
日
米
安
保
条
約
―
機
密
外
交
記
録
が
明
か
す
「
密
約
」

の
虚
実
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
ⅷ
頁
。

（
40
）
内
藤
前
掲
、
一
二
五
頁
。

（
41
）
白
石
仁
章
「
家
族
史
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
と
外
務
省
記
録
」（『
館
報
』

第
四
号
、一
九
九
一
年
）七
四
頁
。
柳
下
宙
子「
昭
和
五
五
、五
六
年
頃
の
閲
覧
室
」（『
館

報
』
第
五
号
、
一
九
九
二
年
）
八
三
―
八
四
頁
。

（
42
）
ク
レ
ー
プ
ス
前
掲
、
七
頁
。

（
43
）
前
掲
「『
日
本
外
交
文
書
』
七
〇
年
の
歩
み
」
六
一
頁
。
前
掲
「
座
談
会　

外
交
史
料



－ 55 －

外交史料館 50 年の歩み

館
の
二
十
年
と
将
来
」
三
五
―
三
六
頁
。

（
44
）
同
右
、
六
一
―
六
三
頁
。

（
45
）
同
右
、
六
三
頁
。
細
谷
千
博
「『
日
米
交
渉
』
お
よ
び
そ
の
記
録
文
書
を
め
ぐ
る
若
干

の
問
題
点
に
つ
い
て
」（『
館
報
』
第
二
号
、一
九
八
九
年
）。
神
山
晃
令
「『
一
九
四
一

年　

日
米
交
渉
』
に
関
す
る
外
務
省
記
録
に
つ
い
て
」（『
館
報
』
第
四
号
、
一
九
九 

一
年
）。

（
46
）
前
掲
「『
日
本
外
交
文
書
』
七
〇
年
の
歩
み
」、
六
三
―
六
四
頁
。
林
正
和
「
大
正
期

編
纂
完
了
に
当
っ
て
感
じ
た
こ
と
」（『
館
報
』
第
五
号
、
一
九
九
二
年
）
八
九
―

九
〇
頁
。

（
47
）「
序
文
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
日
本
外
交
史
辞
典
編
纂
委
員
会
編『
日
本
外
交
史
辞
典
』

大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
七
九
年
）。「
外
交
史
料
館
ニ
ュ
ー
ス
」（『
館
報
』
第
五
号
、

一
九
九
二
年
）
一
四
七
―
一
四
八
頁
（
波
多
野
澄
雄
寄
稿
）。
波
多
野
前
掲
「
細
谷
先

生
と
外
務
省
へ
の
ま
な
ざ
し
」
二
一
頁
。

（
48
）
上
西
淳
三
「
外
務
省
外
交
史
料
館
別
館
の
開
設
と
吉
田
茂
関
係
資
料
に
つ
い
て
」（『
館

報
』
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
）
一
四
一
―
一
四
三
頁
。

（
49
）
別
館
開
設
を
伝
え
る
新
聞
報
道
と
し
て
、『
東
京
新
聞
』
一
九
八
八
年
六
月
二
七
日
朝

刊
、『
読
売
新
聞
』
一
九
八
八
年
七
月
四
日
朝
刊
、『
毎
日
新
聞
』
一
九
八
八
年
七
月

五
日
朝
刊
な
ど
。

（
50
）「
展
示
室
展
示
史
料
」（『
館
報
』
第
五
号
、
一
九
九
二
年
）
一
一
七
、一
二
四
―

一
二
六
頁
。

（
51
）
若
林
芳
房
「
外
交
史
料
館
に
思
う
こ
と
」（『
館
報
』
第
一
二
号
、
一
九
九
八
年
）

一
二
四
頁
。

（
52
）
山
本
健
次
「
外
交
史
料
館
報
の
予
算
に
つ
い
て
」（『
館
報
』
第
五
号
、
一
九
九
二
年
）

九
一
頁
。
新
見
幸
彦
「
外
交
史
料
館
報
創
刊
号
の
編
集
」
同
右
、
九
四
―
九
五
頁
。

原
口
邦
紘
「『
外
交
史
料
館
報
』
創
刊
の
頃
を
想
う
」（『
館
報
』
第
二
〇
号
、

二
〇
〇
六
年
）
一
二
一
―
一
二
四
頁
。

（
53
）
原
口
前
掲
、
一
二
二
頁
。

（
54
）
従
来
の
閲
覧
・
検
索
に
つ
い
て
は
、
田
中
正
弘
「
外
交
史
料
館
所
蔵
記
録
の
整
理
と

検
索
・
閲
覧
に
つ
い
て
」（『
月
刊
マ
イ
ク
ロ
写
真
』
一
九
七
八
年
二
月
）
五
三
、

五
七
頁
。
柳
下
宙
子
「『
外
務
省
記
録
総
目
録
』
の
刊
行
を
終
え
て
」（『
館
報
』
第
六

号
、
一
九
九
三
年
）
一
二
三
頁
。

（
55
）「
凡
例
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
編
『
外
務
省
記
録
総
目
録
〔
戦
前
期
〕
第
一
巻
（
明

治
大
正
編
）』
原
書
房
、
一
九
九
二
年
）
ⅲ
頁
。
柳
下
前
掲
「『
外
務
省
記
録
総
目
録
』

の
刊
行
を
終
え
て
」
一
三
一
―
一
三
二
頁
。

（
56
）「
序
文
」
及
び
「
例
言
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
日
本
外
交
史
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
新

版　

日
本
外
交
史
辞
典
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
ⅱ
、
ⅸ
頁
。
前
掲
「
外
交

史
料
館
ニ
ュ
ー
ス
」（『
館
報
』
第
五
号
）
一
四
七
―
一
四
八
頁
、「
一
九
九
二
年
の
歴

史
学
界　

回
顧
と
展
望
」『
史
学
雑
誌
』（
第
一
〇
二
巻
第
五
号
、
一
九
九
三
年
）
一 

九
一
頁
（
塩
崎
弘
明
執
筆
）。

（
57
）「
外
交
史
料
館
ニ
ュ
ー
ス
」（『
館
報
』
第
七
～
九
、一
一
号
、一
九
九
四
～
一
九
九
七
年
）

各
号
の
新
規
公
開
情
報
、
及
び
各
号
掲
載
の
各
史
料
群
解
題
を
参
照
。

（
58
）「
第
十
三
回
外
交
記
録
公
開
」（『
館
報
』
第
一
一
号
、
一
九
九
七
年
）。

（
59
）
柳
下
宙
子
「
幕
末
条
約
調
査
記
」（『
館
報
』
第
一
二
号
、
一
九
九
八
年
）
一
一
四
―

一
一
五
頁
。
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（
60
）
前
掲
「『
日
本
外
交
文
書
』
七
〇
年
の
歩
み
」
六
四
―
六
五
頁
。

（
61
）「
外
交
史
料
館
ニ
ュ
ー
ス
」（『
館
報
』
第
八
号
、一
九
九
五
年
）
一
三
五
―
一
三
六
頁
。

（
62
）
同
会
議
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

https://diplom
atic-docum

ents.org/

（
63
）
柳
下
宙
子
氏
（
元
閲
覧
室
兼
整
理
保
存
室
長
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
二
〇
二
一
年

一
二
月
一
七
日
。

（
64
）
外
務
省
外
交
史
料
館
（
平
成
四
年
三
月
）『
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
保
存
管
理
検
討
委

員
会
報
告
書
』。「
外
交
史
料
館
ニ
ュ
ー
ス
」（『
館
報
』
第
六
号
、
一
九
九
三
年
）

一
六
六
頁
。

（
65
）
増
田
勝
彦
「
公
開
活
動
の
た
め
に
は
史
料
の
保
存
を
ど
う
位
置
づ
け
て
い
く
べ
き
か
」

（『
館
報
』
第
一
〇
号
、
一
九
九
六
年
）。
柳
下
宙
子
「
外
交
史
料
館
に
お
け
る
補
修
作

業
に
つ
い
て
」（『
館
報
』
第
一
三
号
、
一
九
九
八
年
）
一
二
六
頁
。

（
66
）
柳
下
前
掲
「
外
交
史
料
館
に
お
け
る
補
修
作
業
に
つ
い
て
」
一
二
五
頁
。「
補
修
業
務

に
つ
い
て
」（『
館
報
』
第
二
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
）
一
五
八
―
一
六
〇
頁
。

（
67
）
同
右
。

（
68
）
稲
葉
政
満
「
戦
前
期
二
国
間
条
約
書
の
劣
化
状
態
調
査
」（『
館
報
』
第
一
三
号
、
一 

九
九
九
年
）、
同
「
戦
前
期
多
数
国
間
条
約
書
の
劣
化
状
態
調
査
」（『
館
報
』
第
一
四

号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
整
理
保
存
室
「
戦
前
期
外
務
省
記
録
の
劣
化
状
態
調
査
」（『
館

報
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
一
年
）、
整
理
保
存
班
「
外
交
史
料
館
所
蔵
戦
後
期
外
務
省

記
録
の
状
態
調
査
」（『
館
報
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
69
）
柳
下
前
掲
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
70
）
竹
内
豊
「
外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
概
要
に
つ
い
て
」（『
館
報
』
第
一
三
号
、

一
九
九
九
年
）
一
〇
三
頁
。

（
71
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
協
力
室
「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力
の
経

緯
と
現
状
」（『
館
報
』
第
三
一
号
、
二
〇
一
八
年
）
一
四
三
―
一
四
四
頁
。
波
多
野

澄
雄
『
国
家
と
歴
史
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
一
年
、
一
九
六
―
二
〇
〇
頁
。
国
立
公

文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
二
〇
年
の
歩

み
』
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
一
年
、
三
―
六
頁
。

（
72
）「
外
交
史
料
館
ニ
ュ
ー
ス
」（『
館
報
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
一
年
）
二
〇
七
頁
。

（
73
）
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
閣
議
決
定
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切

な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
」（
内
閣
府
大
臣
官
房
公
文
書
管
理
課
『
公

文
書
管
理
法
関
係
資
料
集
』
内
閣
府
、
二
〇
一
三
年
）
一
八
三
頁
。
平
成
一
三
年
三

月
三
〇
日
各
府
省
庁
官
房
長
等
申
合
せ
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適

切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
閣
議
決
定
）

の
実
施
に
つ
い
て
」
同
右
、
一
八
七
―
一
九
〇
頁
。
こ
れ
ら
の
文
書
に
つ
い
て
は
、

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
公
文
書
管
理
法
施
行
ま
で
の
経
緯
）で
も
閲
覧
可
能
で
あ
る
。  

https://w
w

w
8.cao.go.jp/chosei/koubun/kako_kaigi/kako_kaigi.htm

l

（
74
）「
座
談
会　

外
交
史
料
館
の
三
十
年
と
将
来
」（『
館
報
』
第
一
六
号
、
二
〇
〇
二
年
）

一
一
一
頁
。

（
75
）「
戦
後
外
務
省
記
録
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
」（『
館
報
』
第
二
三
号
、
二
〇
〇
九
年
）

一
一
三
―
一
一
五
頁
。

（
76
）
白
鳥
潤
一
郎
「
外
交
記
録
公
開
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
だ
か
」（『
外
交
』
第
四
五
号
、

二
〇
一
七
年
）
一
二
五
頁
。

（
77
）「
情
報
公
開
法
に
基
づ
き
開
示
さ
れ
た
行
政
文
書
の
う
ち
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値
が
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認
め
ら
れ
る
文
書
（
写
し
）
の
公
開
に
つ
い
て
」（『
館
報
』
第
一
六
号
、二
〇
〇
二
年
）

一
三
一
―
一
三
三
頁
。

（
78
）「
外
交
史
料
館
ニ
ュ
ー
ス
」（『
館
報
』
第
一
六
～
一
七
、一
九
号
、
二
〇
〇
二
～
三
、

二
〇
〇
五
年
）
各
号
の
新
規
公
開
情
報
、
及
び
各
号
掲
載
の
各
史
料
群
解
題
を
参
照
。

（
79
）「
特
別
展
示
『
日
米
関
係
の
あ
け
ぼ
の 

一
八
五
二
―
一
八
六
六
』
に
つ
い
て
」（『
館
報
』

第
一
九
号
、
二
〇
〇
五
年
）。「
特
別
展
示
『
中
米
諸
国
と
の
出
会
い
―
「
日
・
中
米

交
流
年
二
〇
〇
五
」
記
念
展
』
に
つ
い
て
」「
特
別
展
示
『
日
露
関
係
の
あ
ゆ
み 

一
八 

五
五
―
一
九
一
六
』
に
つ
い
て
」「
特
別
展
示
『
幣
原
外
交
の
時
代
』
に
つ
い
て
」（『
館

報
』
第
二
〇
号
、二
〇
〇
六
年
）。「
特
別
展
示
『
吉
田
茂
展 

没
後
四
十
年
』
に
つ
い
て
」

「
特
別
展
示
『
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
―
史
料
で
た
ど
る
交
流
史
』
に
つ
い
て
」（『
館
報
』

第
二
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）。「
特
別
展
示
『
日
英
交
流
事
始
―
幕
末
か
ら
明
治
へ
』

に
つ
い
て
」（『
館
報
』
第
二
三
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
80
）
前
掲
「『
日
本
外
交
文
書
』
七
〇
年
の
歩
み
」
六
五
―
六
六
頁
。
波
多
野
澄
雄
「『
日

本
外
交
文
書
』
編
纂
・
刊
行
事
業
の
八
〇
年
」（『
館
報
』
第
三
〇
号
、
二
〇
一
七
年
）

一
五
―
一
六
頁
。

（
81
）
同
右
、
及
び
前
掲
「
座
談
会　

外
交
史
料
館
の
三
十
年
と
将
来
」
一
二
〇
頁
。

（
82
）
前
掲
「
座
談
会　

外
交
史
料
館
の
三
十
年
と
将
来
」
一
二
四
頁
。

（
83
）
同
右
。
及
び
前
掲
『
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
二
〇
年
の
歩
み
』
の
寄
稿
文
等
を

参
照
。

（
84
）
前
掲
「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力
の
経
緯
と
現
状
」
一
四
四
頁
。

（
85
）「『
日
本
外
交
文
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
』
に
つ
い
て
」（『
館
報
』
第
二
三
号
、

二
〇
〇
九
年
）
一
二
一
―
一
二
三
頁
。

（
86
）
外
務
省
有
識
者
委
員
会
（
平
成
二
二
年
三
月
九
日
）「
い
わ
ゆ
る
『
密
約
』
問
題
に
関

す
る
有
識
者
委
員
会
報
告
書
」
九
五
―
一
〇
四
頁
。

（
87
）「
公
文
書
管
理
法
施
行
後
の
外
交
史
料
館
の
役
割
と
利
用
方
法
」（『
館
報
』
第
二
五
号
、

二
〇
一
二
年
）
一
九
八
―
一
九
九
頁
。

（
88
）
同
右
、
一
九
四
―
一
九
五
頁
。

（
89
）
同
右
、
一
九
六
頁
。

（
90
）
同
右
、
一
九
八
―
一
九
九
頁
。

（
91
）「
座
談
会　

歴
史
感
覚
な
く
し
て
外
交
感
覚
な
し
―
外
交
記
録
の
戦
略
的
活
用
に
向
け

て
」（『
外
交
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
七
年
）
一
一
三
―
一
一
五
頁
。
井
上
正
也
「
日

本
の
国
際
政
治
学
に
お
け
る
日
本
外
交
史
」（『
国
際
政
治
』
第
一
九
九
号
、
二
〇
二 

〇
年
）
一
二
九
頁
。「
ロ
ッ
キ
ー
ド
の
『
巨
悪
』
解
明
に
厚
い
壁　

黒
塗
り
さ
れ
た
米

公
文
書
の
秘
密
」（『
毎
日
新
聞
』
二
〇
二
一
年
二
月
二
二
日
夕
刊
）。

（
92
）「
連
携
展
示
『
近
代
国
家
日
本
の
登
場
―
公
文
書
に
み
る
明
治
―
』
に
つ
い
て
」（『
館

報
』
第
二
七
号
、
二
〇
一
三
年
）。「
連
携
展
示
『
地
図
ア
ラ
カ
ル
ト　

世
界
と
地
域
』

に
つ
い
て
」（『
館
報
』
第
二
八
号
、
二
〇
一
四
年
）。「
北
海
道
立
文
書
館
と
の
連
携

展
示
『
世
界
史
の
中
の
北
海
道
』」
及
び
「
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
と

の
連
携
展
示
『
外
交
史
料
に
み
る
明
治
の
日
本
外
交
』」（『
館
報
』
第
三
二
号
、

二
〇
一
九
年
）。「
連
携
展
示 

外
交
史
料
展
『
外
交
史
料
と
近
代
日
本
の
あ
ゆ
み
』（
外

交
史
料
館
・
和
歌
山
県
・
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
共
催
）
に
つ
い
て
」（『
館
報
』
第

三
三
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
93
）
公
文
書
管
理
法
施
行
以
前
の
取
組
み
に
つ
い
て
は「
閲
覧
室
・
最
近
の
整
備
状
況
」（『
館

報
』
第
二
一
号
、
二
〇
〇
七
年
）
一
二
三
―
一
二
五
頁
。
利
用
者
か
ら
の
評
価
に
つ
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い
て
は
、第
四
六
回
公
文
書
管
理
委
員
会
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
四
日
開
催
）
議
事
録
・

配
付
資
料
を
参
照
。

（
94
）「
外
交
史
料
館
ニ
ュ
ー
ス
」（『
館
報
』
第
二
四
、二
五
号
、
二
〇
一
一
～
二
〇
一
二
年
）

新
規
公
開
情
報
。
濵
田
耕
平
「
外
交
史
料
館
所
蔵
『
外
交
公
文
』
と
明
治
初
期
外
務

省
の
編
纂
事
業
」（『
館
報
』
第
二
八
号
、
二
〇
一
四
年
）
八
六
頁
。

（
95
）「
外
交
史
料
館
ニ
ュ
ー
ス
」（『
館
報
』
第
三
〇
号
、
二
〇
一
七
年
）
一
九
一
頁
。
日
向

玲
理
「
特
別
展
示
『
幕
末
へ
の
い
ざ
な
い
』
の
紹
介
」
同
右
。

（
96
）
史
料
管
理
・
閲
覧
室
「
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
検
索
シ
ス
テ
ム
の
開
設
」（『
館
報
』

第
三
二
号
、
二
〇
一
九
年
）
一
八
七
―
一
八
九
頁
。

（
97
）「
明
治
一
五
〇
年
記
念 

国
書
・
親
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
同
右
。

（
98
）
前
掲「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力
の
経
緯
と
現
状
」一
四
四
―
一
四
五
頁
。

（
99
）「
特
集　

追
悼　

細
谷
千
博
先
生
」（『
館
報
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
100
）「
外
交
史
料
館
ニ
ュ
ー
ス
」（『
館
報
』
第
三
四
号
、
二
〇
二
一
年
及
び
本
号
）
の
臨
時

休
館
（
閉
館
）
情
報
を
参
照
。
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年度 閲覧者数 閲覧冊数 別館見学者数

昭和46(1971)年 899 5,066

昭和47(1972)年 1,053 7,999

昭和47(1973)年 1,063 6,072

昭和47(1974)年 1,357 8,441

昭和50(1975)年 1,664 9,099

昭和51(1976)年 2,132 12,157

昭和52(1977)年 1,987 10,201

昭和53(1978)年 2,002 10,752

昭和54(1979)年 1,766 7,592

昭和55(1980)年 1,955 10,180

昭和56(1981)年 2,291 11,463

昭和57(1982)年 2,520 14,509

昭和58(1983)年 2,038 11,679

昭和59(1984)年 2,296 15,491

昭和60(1985)年 2,145 15,038

昭和61(1986)年 2,200 15,402

昭和62(1987)年 2,189 16,081

昭和63(1988)年 1,897 12,448 777

平成元(1989)年 2,091 15,910 1,131

平成2(1990)年 1,855 11,318 1,062

平成3(1991)年 2,255 13,318 1,338

平成4(1992)年 2,411 16,992 1,483

平成5(1993)年 2,430 19,634 1,385

平成6(1994)年 2,182 16,487 1,177

平成7(1995)年 2,650 18,838 1,723

平成8(1996)年 2,921 20,032 1,470

平成9(1997)年 2,853 20,218 1,481

平成10(1998)年 3,289 23,607 1,585

平成11(1999)年 2,771 20,984 860

平成12(2000)年 3,887 25,332 1,023

平成13(2001)年 3,608 24,204 960

平成14(2002)年 3,479 27,818 959

平成15(2003)年 3,471 29,386 977

平成16(2004)年 3,231 25,873 1,051

平成17(2005)年 2,886 22,498 1,383

平成18(2006)年 2,460 20,215 1,251

平成19(2007)年 2,423 20,688 2,063

表１　外務省外交史料者利用統計

年度 閲覧者数 閲覧冊数 別館見学者数

昭和46(1971)年 591 3,864
昭和47(1972)年 391 4,715
昭和47(1973)年 355 3,083
昭和47(1974)年 398 4,232
昭和50(1975)年 543 4,817
昭和51(1976)年 1,366 8,941
昭和52(1977)年 1,590 8,695
昭和53(1978)年 1,455 7,608
昭和54(1979)年 1,450 6,412
昭和55(1980)年 1,806 9,716
昭和56(1981)年 2,013 10,725
昭和57(1982)年 2,342 13,287
昭和58(1983)年 1,815 11,252
昭和59(1984)年 2,017 14,779
昭和60(1985)年 2,145 15,038
昭和61(1986)年 2,200 15,402
昭和62(1987)年 2,189 16,081
昭和63(1988)年 1,897 12,448 777
平成元(1989)年 2,091 15,910 1,131
平成2(1990)年 1,855 11,318 1,062
平成3(1991)年 2,255 13,318 1,338
平成4(1992)年 2,411 16,992 1,483
平成5(1993)年 2,430 19,634 1,385
平成6(1994)年 2,182 16,487 1,177
平成7(1995)年 2,650 18,838 1,723
平成8(1996)年 2,921 20,032 1,470
平成9(1997)年 2,853 20,218 1,481
平成10(1998)年 3,289 23,607 1,585
平成11(1999)年 2,771 20,984 860
平成12(2000)年 3,887 25,332 1,023
平成13(2001)年 3,608 24,204 960
平成14(2002)年 3,479 27,818 959
平成15(2003)年 3,471 29,386 977
平成16(2004)年 3,231 25,873 1,051
平成17(2005)年 2,886 22,498 1,383
平成18(2006)年 2,460 20,215 1,251
平成19(2007)年 2,423 20,688 2,063
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年度 アクセス数

平成13(2001)年 10,998
平成14(2002)年 92,231
平成15(2003)年 228,529
平成16(2004)年 643,675
平成17(2005)年 1,113,539
平成18(2006)年 516,684
平成19(2007)年 916,071
平成20(2008)年 923,667
平成21(2009)年 796,923
平成22(2010)年 503,795
平成23(2011)年 416,459
平成24(2012)年 384,165
平成25(2013)年 418,228
平成26(2014)年 433,615
平成27(2015)年 499,407
平成28(2016)年 532,791
平成29(2017)年 432,846
平成30(2018)年 406,165
令和元(2019)年 390,716
令和2(2020)年 483,298
※データはアジア歴史資料センター提供
※アクセス数は和文トップページアクセス数

表２　アジア歴史資料センターのアクセス件数

平成20(2008)年 2,136 19,142 1,504
平成21(2009)年 2,058 19,033 2,443
平成22(2010)年 2,237 18,193 1,600
平成23(2011)年 2,597 22,951 1,687
平成24(2012)年 2,543 22,459 1,854
平成25(2013)年 2,624 22,309 1,977
平成26(2014)年 3,008 23,063 6,389
平成27(2015)年 2,792 22,288 4,952
平成28(2016)年 2,465 20,145 2,442
平成29(2017)年 2,499 20,029 2,538
平成30(2018)年 2,444 18,354 3,868
令和元(2019)年 1,966 15,123 3,434
平成2(2020)年 465 5,234 767
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史料群名 個別史料群名
戦前期外務省記録
戦前期外務省記録（松本記録）
戦後外交記録
外交史料 戦後条約書

通信全覧
続通信全覧
戦前期条約書
国書・親書等
調書
議会調書
外務省茗荷谷研修所旧蔵記録
海軍省等移管南方軍政関係史料
外交彙報附録月報・外務省月報・外務省報
外務省警察史
ハワイ移民関係史料
未分類外務省記録
来往電綴
外交公文
明治初期来往翰
国際連盟関係記録
条約改正関係文書

個人文書等 アーウィン関係文書
内田康哉伝記草稿
川上俊彦関係史料
川村茂久関係文書
沢宣嘉関係文書
須磨弥吉郎関係文書
英修道博士旧蔵史料
花房義質関係文書
林董関係文書
林出賢次郎関係文書
榎本武揚宛諸家書翰
陸奥宗光書翰
三条実美・伊藤博文・陸奥宗光・林董書翰
侯爵小村寿太郎伝
シーボルト関係文書

表３　外務省外交史料館所蔵史料群の一覧（令和3年12月時点）



【正誤表】 

 

60 頁「外務省外交史料者利用統計」について下記のとおり訂正します。 

 

閲覧者数 

平成 23（2011）年度 （正）2,573  （誤）2,597 

平成 24（2012）年度 （正）2,494  （誤）2,543 

 

閲覧冊数 

平成 23（2011）年度 （正）14,996 （誤）22,951 

平成 24（2012）年度 （正）22,181 （誤）22,459 

平成 28（2016）年度 （正）20,144 （誤）20,145 

平成 2（2020）年度 （正）5,184 （誤）5,234 

  


